
〒502-0003 岐阜県岐阜市三田洞東 1丁目 20 番 3号   Tel：058-237-6222   Fax：058-237-7509    E-Mail：info@gifu42.net   HP：www.gifu42.net

ぎふの魅力をギュッと凝縮！元気なぎふの情報誌

■発 行／ 特定非営利活動法人ぎふ・プロジェクトネットワーク 

Vol.3情報誌
2016.06

元気

ぎふ４２市町村ネットワーク
www.gifu42.net

Gifu Project Network

岐阜県の行政から暮らしまで、役立つ情報が満載！

■〔巻頭企画〕　古田岐阜県知事インタビュー…04-09
■〔特別企画〕　伝統ブレークスルー…10-19

■次世代に誇れるつながりある東海の実現に向けて／公益社団法人日本青年会議所…20-23
■100年企業を目指し、未来への挑戦を続ける／昭和コンクリート工業グループ…26-29

■第70回レクリエーション大会in岐阜…24-25　■家族を守り、長く住める家づくり／クレドホーム…34-35
■「食の健康」をテーマにニーズに合った商品を開発／鵜舞屋…36-37　■岐阜県の「6次産業化」の推進を探る…44-45

特定非営利活動法人 ぎふ・プロジェクトネットワーク 公益社団法人日本青年会議所 東海地区協議会

（岐阜県関市由来の鍛冶の数々）

装いも新たに、平成28年3月
リニューアルオープン（入館無料）

フェザーミュージアム
刃物の総合博物館

代表取締役会長

代表取締役社長

代表取締役専務

後藤 雄介
藤田 直人
岸田 英三

2016（平成28）年6月 発行 【第3号】



1 2

■発 行／〒502-0003 岐阜県岐阜市三田洞東 1丁目 20 番 3号   Tel：058-237-6222   Fax：058-237-7509    E-Mail：info@gifu42.net   HP：www.gifu42.net

ぎふの魅力をギュッと凝縮！元気なぎふの情報誌

〔キャラ弁監修：一般社団法人キャラクターフード協会 代表理事 大島 愛子 Aiko ohshima 〕

特定非営利活動法人 ぎふ・プロジェクトネットワーク
Vol.1

情報誌〔創刊号〕2015.05.5000

元 気

ぎふ４２市町村ネットワークwww.gifu42.net

Gifu Project Network

岐阜県の行政から暮らしまで、役立つ情報が満載！

■〔巻頭企画〕～木質ペレットの秘めた可能性を探る～

再生可能エネルギーを利用して豊かな環境を守り、地域活性化につなげる…04-11

■〔特別企画〕～美濃和紙織物～

1300年以上続くものづくり技術の伝統を、機能的ファブリックとして生活提案…12-15

■〔スペシャルインタビュー〕FC岐阜 恩田代表取締役社長…20-23

■〔ぎふ42トピックス〕「知・絆・文化」の拠点となる複合施設「みんなの森 ぎふメディアコスモス」が7月にオープン…24-25

■〔THE PERSON〕岐阜県医師会 小林 博会長／岐阜県歯科医師会 阿部 義和会長／岐阜県薬剤師会 山崎 太会長…26-28

観光やグルメ、特産品などぎふの魅力ある情報もたっぷり紹介。見どころ満載の全48ページ

〒502-0003 岐阜県岐阜市三田洞東 1丁目 20 番 3号   Tel：058-237-6222   Fax：058-237-7509    E-Mail：info@gifu42.net   HP：www.gifu42.net

ぎふの魅力をギュッと凝縮！元気なぎふの情報誌

〔写真提供・岐阜県〕

特定非営利活動法人 ぎふ・プロジェクトネットワーク

■発 行／ 特定非営利活動法人ぎふ・プロジェクトネットワーク 

Vol.2
情報誌
2015.11

元 気

ぎふ４２市町村ネットワークwww.gifu42.net

Gifu Project Network

岐阜県の行政から暮らしまで、役立つ情報が満載！

■〔巻頭企画〕仕掛け人に見る地域おこしのウラ側…05-17

■〔スペシャルインタビュー〕WBO世界ミニマム級チャンピオン・田中恒成選手…19-21

■〔ぎふ42トピックス〕賑わいを創出するスペースを作り出し、駅周辺を中心にしたコンパクトシティを目指す【多治見市】…22-23

■〔THE PERSON〕岐阜県弁護士会　森裕之会長／岐阜県司法書士会　星野光治会長／

　　　 名古屋税理士会岐阜県支部連合会　今井正義会長…29-31

観光やグルメ、特産品などぎふの魅力ある情報もたっぷり紹介。見どころ満載の全48ページ

〒502-0003 岐阜県岐阜市三田洞東 1丁目 20 番 3号   Tel：058-237-6222   Fax：058-237-7509    E-Mail：info@gifu42.net   HP：www.gifu42.net

ぎふの魅力をギュッと凝縮！元気なぎふの情報誌

■発 行／ 特定非営利活動法人ぎふ・プロジェクトネットワーク 

Vol.3
情報誌
2016.05

元気

ぎふ４２市町村ネットワークwww.gifu42.net

Gifu Project Network

岐阜県の行政から暮らしまで、役立つ情報が満載！

■〔巻頭企画〕　古田岐阜県知事インタビュー…04-09
■〔特別企画〕　伝統ブレークスルー…10-19

■次世代に誇れるつながりある東海の実現に向けて／公益社団法人日本青年会議所…20-23

■100年企業を目指し、未来への挑戦を続ける／昭和コンクリート工業グループ…26-29

■第70回レクリエーション大会in岐阜…24-25　■家族を守り、長く住める家づくり／クレドホーム…34-35

■「食の健康」をテーマにニーズに合った商品を開発／鵜舞屋…36-37　■岐阜県の「6次産業化」の推進を探る…44-45

特定非営利活動法人 ぎふ・プロジェクトネットワーク 公益社団法人日本青年会議所 東海地区協議会

（岐阜県関市由来の鍛冶の数々）

《編集コンセプト》
①岐阜県の様々な地域資源のＰＲを推し進め、岐阜県の
　魅力の発信を推進することにより、人や地域・産業、企
　業等の活力につなげる。
②運営サイト「ぎふ42市町村ネットワーク」と連動し、幅広
　い人に見ていただくことにより、地域経済の活性化につ
　なげる。

《広告出稿について》
情報誌「Genki!（元気）ぎふ」への広告掲載のご希望の方
は下記までご連絡下さい。
　【本部事務局】 Tel ： 058-237-6222

《概要》
■ 創刊号発行 ： 2015（平成27）年5月
■ 体裁 ： Ａ4版　48ページ（前後）　フルカラー
■ 発行サイクル ： 年2回（予定）
■ 配布先 ： 岐阜県下42市町村（庁舎）

県下の図書館をはじめ公共施設
岐阜県庁、ふれあい福寿会館、県教育委員会
商工会議所、商工会
金融機関や医療機関（一部）
首都圏企業（東京岐阜県人会会員企業）
記事掲載団体、企業

私たちの活動は、ご賛同をいただいている法人からの年会費により支えられています。岐阜県の地域資源
を守り、育てていくことにより地域活性化に貢献を！とお考えの皆さまのご入会をお待ちしております。
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市町村長インタビュー

「お気に入り」に入れて、岐阜県の情報をいつでもご覧ください。

特定非営利活動法人ぎふ・プロジェクトネットワークは、
　　　「サイト運営」と「情報誌発行」のふたつの　 活動で、岐阜県の活性化に貢献しています。

■
サ
イ
ト
運
営

岐
阜
県
の
行
政
か
ら
暮
ら
し
ま
で
、役
立
つ
情
報
が
満
載
！

■情報誌発行

ぎふの魅力をギュッと凝縮！元気なぎふの情報誌

市町村長インタビュー
岐阜県下42市町村の全ての市町村長
インタビューを掲載しています。

Contents

・市町村HPにリンク
・サポートメンバー（法人会員）の紹介

瑞穂市
棚橋 敏明市長

［法人会員］募集中！
私たちと共に岐阜県の地域活性化を進めませんか！？

特定非営利活動法人 ぎふ・プロジェクトネットワーク

元気

Gifu Project Network

Vol.1

【入会のお問い合わせ・お申込み】
本部事務局：Tel : 058-237-6222　 E-Mail : info@gifu42.net
までご連絡下さい。

→ Vol.3→

Vol.2→

ぎふの新・見聞録
行政や法人会員企業のイベント、新規事業の立ち上げ情報、
新製品の開発情報等の紹介をしています。

企画編集 / ぎふ清流ボイス
岐阜県の各界でご活躍の方やユニークな経営を行っている
企業・組織の紹介をしています。

調べる・学ぶ・ぎふの市町村
岐阜県をもっと深く知りたい人のための様々な情報を
紹介しています。

情報誌の既刊号（アーカイブ）をご覧
いただけます。

トップページ から

クリック

03 02



古
田　

知
事
に
就
任
し
た
平
成
17
年
に
は
、岐
阜

県
に
住
む
皆
さ
ん
を「
２
１
１
万
県
民
」と
紹
介

し
て
い
ま
し
た
が
、最
近
で
は「
２
０
３
万
県
民
」

と
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。そ
れ
ほ
ど
本
県
で
も
急

速
に
人
口
減
少
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
問
題
は
極
め
て
困
難
な
課
題
で
あ

り
、す
ぐ
に
す
べ
て
が
解
決
す
る
よ
う
な
特
効
薬

的
な
施
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。出
生
率
、出
生
数
を

増
加
さ
せ
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
講
じ

て
い
く
と
と
も
に
、人
口
減
少
が
進
む
現
実
を
正

面
か
ら
受
け
止
め
た
上
で
、持
続
的
に
地
域
の
活

力
を
生
み
出
し
て
い
く
ほ
か
な
い
の
で
す
。

　

当
然
、本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
た

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、将
来
的
に
縮
小
に
向
か
う

と
見
込
ま
れ
ま
す
。そ
の
た
め
今
後
は
、人
口
増

加
を
背
景
に
拡
大
傾
向
に
あ
る
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
中
心
に
外
需
を
取
り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
、県
で
は
、自
ら
の
魅
力
発
信
に
当
た
っ
て
、積

極
的
に
世
界
に
目
を
向
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。”岐
阜
か
ら
世
界
に
名
乗
り
を
あ
げ“
、”世

界
に
認
め
ら
れ
る“
こ
と
を
目
指
し
て
、世
界
に

打
っ
て
出
て
い
ま
す
。

巻頭企画

【
世
界
に
向
け
て
魅
力
を
発
信
】

【
連
続
す
る
世
界
遺
産
の
登
録
・
認
定
】

古
田　

こ
の
と
こ
ろ
岐
阜
県
で
は
２
つ
の
ラ
ッ

シ
ュ
が
続
い
て
い
ま
す
。１
つ
目
は
、世
界
遺
産
へ

の
登
録
・
認
定
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。清
ら
か
な
水
に
恵

ま
れ「
清
流
の
国
」と
呼
ば
れ
る
岐
阜
県
に
は
、豊

か
な
自
然
や
長
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
文

化
、飛
騨
牛
な
ど
の
食
材
、木
工
や
陶
磁
器
、刃

物
、和
紙
な
ど
の
生
活
に
密
着
し
た
製
品
な
ど
、

「
清
流
」に
育
ま
れ
た
地
域
資
源
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。県
で
は
、こ
う
し
た
地
域
資
源
を
発
掘
し
、

磨
き
上
げ
、発
信
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
お

り
、最
近
は
そ
の
魅
力
が
世
界
に
認
め
ら
れ
る
う

れ
し
い
出
来
事
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
白
川
郷
合
掌
造
り
集
落
は
、日
本
の

世
界
遺
産
の
代
表
格
と
し
て
国
内
外
で
定
着
し

て
き
ま
し
た
。そ
し
て
一
昨
年
、日
本
最
古
の
紙
と

言
わ
れ
る
本
美
濃
紙
の
手
漉
和
紙
技
術
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、約
20
年
ぶ
り

に
本
県
に
世
界
遺
産
が
誕
生
し
ま
し
た
。以
降
、

岐
阜
県
の
地
域
資
源
が
次
々
と
世
界
遺
産
に
登

録
・
認
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

岐阜県知事

古田 肇
特定非営利活動法人

ぎふ・プロジェクトネットワーク
理事長

岸田 哲哉

人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
中
、政
府
は「
地
方

創
生
」の
旗
印
を
掲
げ
、地
方
の
特
色
を
生

か
し
た
持
続
的
な
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。岐
阜
県
で
は
、県
の
活
力
を
維
持
す

る
た
め
、ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る

の
か
、古
田
肇
岐
阜
県
知
事
に
伺
い
ま
し
た
。

古田岐阜県 知事インタビュー
「清流の国ぎふ」の魅力を世界に　　～岐阜から世界に名乗りをあげる　世界が岐阜を認める～

岐
阜
県
で
は
人
口
減
少
に

　
ど
う
挑
ん
で
い
き
ま
す
か
。

世
界
に
認
め
ら
れ
た

　
具
体
的
な
成
果
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【白川郷】

I n t e r v i e w
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巻頭企画

　

ま
ず
昨
年
10
月
に
は
、美
濃
市
と
関

市
を
流
れ
る
３
５
０
年
前
に
で
き
た
全

長
約
17
㎞
の
灌
漑
用
水「
曽
代
用
水
」

が
、国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会
の
世
界

か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。

　

12
月
に
は
、「
清
流
長
良
川
の
鮎
」が

国
連
食
糧
農
業
機
関（
F
A
O
、Food 

and Agriculture O
rganization

）の
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。世

界
農
業
遺
産
は
、伝
統
的
な
農
法
や
農

村
文
化
・
景
観
に
手
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
維

持
発
展
さ
せ
て
い
く「
生
き
た
遺
産
」と
も
呼
ば

れ
て
お
り
、今
回
は
長
良
川
流
域
の
”人
の
生
活
、

水
環
境
、漁
業
資
源“
が
相
互
に
関
わ
る
循
環
シ

ス
テ
ム
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
を
対
象
に
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

ケ
ー
ス
は
今
回
が
初
め
て
で
、Ｆ
Ａ
Ｏ
か
ら
は
今

後
本
県
が
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
発
展
途
上

地
域
に
清
流
の
環
境
保
全
や
内
水
面
漁
業（
河
川

や
湖
沼
な
ど
に
お
け
る
漁
業
）の
支
援
な
ど
、国

際
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
11
月
に
は
、高
山
祭
・
古
川
祭
・
大

垣
祭
の「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」に
つ
い
て
、ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
の
可
否
が
審
査
さ
れ

ま
す
。ま
た
、映
画「
杉
原
千
畝
」が
上
映
さ
れ
、全

国
的
に
大
変
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る「
命
の
ビ

ザ―

杉
原
リ
ス
ト
」は
、昨
年
9
月
に
ユ
ネ
ス
コ
世

界
記
憶
遺
産
の
国
内
候
補
に
選
ば
れ
、い
よ
い
よ

５
月
に
正
式
申
請
を
提
出
し
ま
す
。登
録
の
可
否

は
来
年
夏
ま
で
に
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
世
界
遺
産
へ
の
登
録
・
認
定
は
、ま
さ
に

岐
阜
県
の
地
域
資
源
に
世
界
が
注
目
し
て
い
る

確
か
な
証
し
で
あ
り
、岐
阜
県
民
の
皆
さ
ん
の
ふ

る
さ
と
へ
の
さ
ら
な
る
自
信
と
誇
り
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。世
界
に
認
め
ら
れ
る
こ

れ
ら
の
遺
産
は
、過
去
か
ら
脈
々
と
引
き
継
が
れ

た
賜
物
で
あ
り
、過
去
か
ら
現
在
、そ
し
て
未
来
へ

と
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

大
切
に
守
り
伝
え
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
方
々

と
、今
そ
れ
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
県
民
の
皆

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、次

世
代
の
子
ど

も
達
に
し
っ
か

り
と
引
き
継

ぎ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
は
、こ

の
よ
う
に
多
様

な
世
界
遺
産
を
個
別
に
発
信
し
て
い
く
だ
け
で
な

く
、遺
産
群
と
し
て
束
ね
、広
域
的
な
観
光
や
国

際
交
流
な
ど
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
本
年
2
月
に
は
、ま
ず
そ
の
母
体
と

な
る「
岐
阜
県『
世
界
に
誇
る
遺
産
』連
合
」を
県

と
関
係
９
市
町
村
で
設
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、他
県
も
含
め
た
連
携
も
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。例
え
ば
、既
に
世
界
農
業
遺
産
の
認

定
を
受
け
て
い
る
石
川
県
の「
能
登
の『
里
山
里

海
』」と「
清
流
長
良
川
の
鮎
」の「
里
川
」が
連
携

し
、「
山
・
川
・
海
」の
つ
な
が
り
を
国
際
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、「
杉
原
リ
ス
ト
」の

ユ
ダ
ヤ
人
の
方
々
が
日
本
に
上
陸
し
た
福
井
県

敦
賀
市
と
杉
原
千
畝
の
生
誕
の
地
・
八
百
津
町
な

ど
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
も
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

古田岐阜県知事インタビュー

【
増
加
す
る
外
国
人
宿
泊
者
】

【清流長良川】

【大垣祭】

【古川祭】

【高山祭】

【曽代用水】

【杉原 千畝 】

古
田　

２
つ
目
の
ラ
ッ
シ
ュ
は
外
国
人
観
光
客
で

す
。県
で
は
、世
界
を
岐
阜
県
の
市
場
と
と
ら
え
、

地
域
の
魅
力
を
海
外
市
場
へ
直
接
紹
介
す
る「
飛

騨
・
美
濃
じ
ま
ん
海
外
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

平
成
21
年
度
か
ら
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、私
が
い
わ
ば「
岐
阜
県
の
セ
ー
ル
ス

パ
ー
ソ
ン
」と
し
て
、高
品
質
な
観
光
・
食
・
モ
ノ
を

三
位
一
体
で
岐
阜
県
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
り
込
ん

で
い
く
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
す
。ま
ず
は
、戦
略
の
対

象
と
な
る
地
域
・
国
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の

方
々
に
、岐
阜
県
に
来
て「
食
」と「
モ
ノ
」を
体
験

し
て
も
ら
い
、岐
阜
県
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。自
己
流
を
押
し
付
け
る
の

で
は
な
く
、現
地
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
目

利
き
を
大
切
に
し
な
が
ら
、相
手
地
域
・
国
の
現

地
目
線
で
、本
県
の
持
ち
味
を
伝
え
て
い
ま
す
。

経
済
発
展
著
し
い
ア
ジ
ア
諸
国
と
流
行
発
信
地

で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
、こ
れ
ま
で
合
計
９

回
に
わ
た
っ
て
積
極
的
な
売
り
込
み
や
折
衝
を

行
い
、着
実
に
手
応
え
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
の
平
成
20
年
に
約
１９
万

人（※

）だ
っ
た
本
県
の
外
国
人
宿
泊
客
数
は
、平

成
27
年
に
は
約
９２
万
人（
速
報
値
）に
ま
で
増
加

し
、７
年
間
で
約
５
倍
に
な
り
ま
し
た
。中
で
も
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
タ
イ
は
６
倍
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
９
倍
に

増
え
、一
昨
年
か
ら
集
中
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
始

め
た
フ
ラ
ン
ス
も
ほ
ぼ
倍
増
の
１
万
人
を
突
破

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
成
果
は
、県
産
農

畜
産
物
の
筆
頭
格
で
あ
る
飛
騨
牛
の
輸
出
量
に

も
表
れ
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
の
約
５８
倍
に
ま

で
増
加
し
ま
し
た
。直
近
に
訪
問
し
て
飛
騨
牛

フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
ロ
ン
ド
ン
と
パ
リ
で
も
、

「
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
柔
ら
か
い
」「
繊
細
で
デ
リ
ケ
ー

ト
な
味
わ
い
が
素
晴
ら
し
い
」な
ど
絶
賛
さ
れ
、

現
地
の
著
名
な
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、大
き

な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、県
産
品
の
売
り
込
み
と
海
外
誘
客

を
一
体
的
に
実
施
す
る「
海
外
戦
略
推
進
室
」を

新
設
し
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
上
陸
も
狙
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
活
用
し
な
が

ら
、岐
阜
県
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、一
層
の
成

果
に
ト
ラ
イ
し
て
い
き
ま
す
。

も
う
1
つ
の
ラ
ッ
シ
ュ
に

　
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
だ
い

ち
う
ね

（※）９人以下の小規模宿泊施設は対象外07 06



古
田　

岐
阜
県
民
の
歌
に
も「
岐
阜
は
、木
の
国
、

山
の
国
」と
歌
わ
れ
る
ほ
ど
、「
清
流
」を
育
む
豊

か
な
森
林
は
、岐
阜
県
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

生
命
線
で
あ
り
ま
す
。一
方
で
、林
業
の
長
期
低

迷
が
続
き
、適
切
な
手
入
れ
が
さ
れ
ず
荒
廃
し
た

森
林
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、林
業
活
動

を
中
心
と
し
た「
生
き
た
森
林
づ
く
り
」と
、環
境

を
重
視
し
た「
恵
み
の
森
林
づ
く
り
」の
両
面
か

ら
、貴
重
な
森
林
を
守
る
取
組
み
を
戦
略
的
に
進

め
て
い
ま
す
。生
き
た
森
林
づ
く
り
で
は
、「
植
え

て
、育
て
て
、伐
っ
て
、利
用
す
る
」と
い
う
生
業
と

し
て
の
林
業
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

１
本
の
樹
木
は
、住
宅
の
柱
や
梁
桁
な
ど
に

使
わ
れ
る「
Ａ
材
」と
、小
曲
材
な
ど
の「
Ｂ
材
」、

小
径
木
な
ど
の「
Ｃ
・
Ｄ
材
」に
分
け
て
利
用
さ

れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
出
荷
先
の
確
保
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、Ａ
材
を
利
用
す

る「
大
型
製
材
工
場
」を
郡
上
市
に
、Ｂ
材
を
利

用
す
る「
森
の
合
板
工
場
」を
中
津
川
市
に
、Ｃ
・

Ｄ
材
を
利
用
す
る「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ラ

ン
ト
」を
瑞
穂
市
に
整
備
し
、樹
木
を
余
す
こ
と

な
く
利
用
す
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

恵
み
の
森
林
づ
く
り
で
は
、水
源
地
域
の
保
全

と
里
山
林
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。水
源

地
域
の
保
全
の
た
め
に
は
、平
成
２５
年
に「
水
源

地
域
保
全
条
例
」を
施
行
し
、公
共
用
に
使
わ
れ

て
い
る
水
源
地
と
そ
の
周
辺
区
域
内
の
土
地
取

引
を
監
視
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。ま
た
、住

民
の
生
活
に
密
接
に
か
か
わ
る
里
山
林
を
守
る

た
め
に
は
、人
が
継
続
し
て
森
に
関
わ
り
、手
入

れ
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、ま

ず
は
県
内
５
か
所
に「
環
境
保
全
モ
デ
ル
林
」を

選
定
し
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、昨
年
１０
月
に
は
、「
第
３９
回
全

国
育
樹
祭
」を
揖
斐
川
町
で
開
催
し
、約
１
年
に

亘
る
準
備
の
過
程
で
県
民
総
参
加
の
取
組
み
を

行
い
ま
し
た
。豊
か
な
森
林
は
、私
た
ち
の
大
切

な
宝
も
の
で
あ
り
、世
代
を
つ
な
い
で
守
り
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。今
回
の
育
樹
祭

は
県
民
の
皆
さ
ん
に
森
の
恵
み
を
再
認
識
い
た

だ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。今
後
も
、世
代
を
つ
な
い
で
末
永
く
森
林

を
守
り
続
け
る
た
め
、１
０
０
年
先
を
見
据
え
た

森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

巻頭企画 古田岐阜県知事インタビュー

【美濃和紙あかりアート展】
【大成功に終わった「第39回 全国育樹祭」】

【皇太子殿下には間伐を行っていただいた】

古
田　

２
つ
目
の
ラ
ッ
シ
ュ
は
外
国
人
観
光
客
で

す
。県
で
は
、世
界
を
岐
阜
県
の
市
場
と
と
ら
え
、

地
域
の
魅
力
を
海
外
市
場
へ
直
接
紹
介
す
る「
飛

騨
・
美
濃
じ
ま
ん
海
外
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

平
成
21
年
度
か
ら
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、私
が
い
わ
ば「
岐
阜
県
の
セ
ー
ル
ス

パ
ー
ソ
ン
」と
し
て
、高
品
質
な
観
光
・
食
・
モ
ノ
を

三
位
一
体
で
岐
阜
県
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
り
込
ん

で
い
く
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
す
。ま
ず
は
、戦
略
の
対

象
と
な
る
地
域
・
国
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の

方
々
に
、岐
阜
県
に
来
て「
食
」と「
モ
ノ
」を
体
験

し
て
も
ら
い
、岐
阜
県
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。自
己
流
を
押
し
付
け
る
の

で
は
な
く
、現
地
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
目

利
き
を
大
切
に
し
な
が
ら
、相
手
地
域
・
国
の
現

地
目
線
で
、本
県
の
持
ち
味
を
伝
え
て
い
ま
す
。

経
済
発
展
著
し
い
ア
ジ
ア
諸
国
と
流
行
発
信
地

で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
、こ
れ
ま
で
合
計
９

回
に
わ
た
っ
て
積
極
的
な
売
り
込
み
や
折
衝
を

行
い
、着
実
に
手
応
え
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
の
平
成
20
年
に
約
１９
万

人（※

）だ
っ
た
本
県
の
外
国
人
宿
泊
客
数
は
、平

成
27
年
に
は
約
９２
万
人（
速
報
値
）に
ま
で
増
加

し
、７
年
間
で
約
５
倍
に
な
り
ま
し
た
。中
で
も
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
タ
イ
は
６
倍
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
９
倍
に

増
え
、一
昨
年
か
ら
集
中
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
始

め
た
フ
ラ
ン
ス
も
ほ
ぼ
倍
増
の
１
万
人
を
突
破

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
成
果
は
、県
産
農

畜
産
物
の
筆
頭
格
で
あ
る
飛
騨
牛
の
輸
出
量
に

も
表
れ
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
の
約
５８
倍
に
ま

で
増
加
し
ま
し
た
。直
近
に
訪
問
し
て
飛
騨
牛

フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
ロ
ン
ド
ン
と
パ
リ
で
も
、

「
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
柔
ら
か
い
」「
繊
細
で
デ
リ
ケ
ー

ト
な
味
わ
い
が
素
晴
ら
し
い
」な
ど
絶
賛
さ
れ
、

現
地
の
著
名
な
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、大
き

な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、県
産
品
の
売
り
込
み
と
海
外
誘
客

を
一
体
的
に
実
施
す
る「
海
外
戦
略
推
進
室
」を

新
設
し
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
上
陸
も
狙
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
活
用
し
な
が

ら
、岐
阜
県
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、一
層
の
成

果
に
ト
ラ
イ
し
て
い
き
ま
す
。

【
1
0
0
年
先
を
見
据
え
た
森
林
づ
く
り
】

世
界
に
通
用
す
る
岐
阜
県
の
魅
力
の
源
は「
清
流
」と
の
こ
と
で
す
が
、

　
清
流
は
豊
か
な
森
林
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
そ
の
森
林
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
守
っ
て
い
ま
す
か
。

岐
阜
は

木
の
国
、山
の
国

は
り
け
た

こ
ま
が
り
ざ
い

し
ょ
う
け
い
ぼ
く
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tradition

刃物ミュージアム回廊
刀 匠 堂上蜂屋柿

空き家リノベーション

break
through

関市長

尾関 健治さん
（おぜき けんじ）

　
　
　
　

  

日
本
一
の
刃
物
の
ま
ち
と
し
て
、こ
れ
ま
で
も
地
道
な

P
R
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
刃
物

ま
つ
り
」に
は
10
数
万
人
規
模
の
来
場
者
が
あ
っ
て
、大
変
な
賑
わ
い

を
見
せ
ま
す
が
、通
年
的
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
る
機
会
は
多
い
と
は
言

え
ま
せ
ん
。あ
る
い
は
若
い
方
々
に
対
す
る
認
知
度
が
今
一
つ
進
ん
で

い
な
い
印
象
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、平
成
25
年
度
に
は
、人
気
ア

ニ
メ
「
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
」と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
「
ヱ
ヴ
ァ
ン

ゲ
リ
ヲ
ン
と
日
本
刀
展
」を
開
催
す
る
な
ど
、従
来
と
は
異
な
る
切
り

口
で
刃
物
を
P
R
し
、こ
れ
ま
で
当
市
を
訪
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
新

し
い
お
客
様
を
呼
び
込
む
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。近
年
で
は“

刀

剣
女
子”

と
呼
ば
れ
る
若
い
女
性
が
日
本
刀
に
興
味
を
持
ち
始
め
た

と
い
う
新
し
い
流
れ
も
あ
り
、当
市
を
訪
れ
る
方
の
中
に
も
少
し
ず
つ

変
化
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

尾
関
市
長

ア
ニ
メ
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、斬
新
な
P
V
。

切
り
口
を
変
え
て
市
を
P
R

関
市
と
言
え
ば
、包
丁
、理
髪
用
刃
物
、爪
切
り
や
栓
抜
き
な
ど

そ
の
他
の
利
器
工
匠
具
で
全
国
ナ
ン
バ
ー
1
の
出
荷
額
を
誇

る
な
ど
、日
本
一
の
刃
物
の
ま
ち
と
し
て
、自
他
と
も
に
認
め

る
と
こ
ろ
で
す
。昨
年
は
、市
の
P
R
動
画「
も
し
も
の
ハ
ナ

シ
」を
公
開
。す
で
に
再
生
数
も
2
3
万
回
を
超
え
、行
政
に
よ

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
と
し
て
は
、か
な
り
斬
新
な
切
り

口
と
あ
っ
て
、大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。市
と
し
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
は
、か
な
り
力
を
入
れ
て
い
る
印
象
が
あ

り
ま
す
。
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伝統
伝
統
的
な
技
術
、伝
統
的
な
街
並
み
、伝
統
的
な
味
…
。

伝
統
と
い
う
と
、つ
い
守
り
の
意
識
を
連
想
し
が
ち
で
す
が
、

大
切
に
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る一
方
で
、

時
に
は
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た

大
胆
な
発
想
で
新
し
い
魅
力
を
追
加
し
、

そ
の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

伝
統
を
培
っ
て
き
た
魅
力
の
根
源
を
見
つ
め
な
お
し
た
う
え
で
、

従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
て
、

新
た
な
価
値
を
作
り
出
す
。関
市
、各
務
原
市
、美
濃
加
茂
市
の

伝
統
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
迫
り
ま
す
。



〝
刃
物
の
ま
ち
〞に
ふ
さ
わ
し
い
顔

4
つ
の
中
核
拠
点
の
連
携
が
カ
ギ

新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
誕
生
に
ワ
ク
ワ
ク

中
核
施
設
を
一
新
し
、ま
ち
の
表
情
が
変
わ
る

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て

い
つ
ま
で
も
い
た
く
な
る
ま
ち
へ

魅力的な拠点整備から市の活性化へつなげたい

関商工会議所　会頭

後藤 雄介さん

　
　
　
　

  

P
R
動
画
や
企
画
展
な
ど
、こ
れ
ま
で
に
な
い
情
報
発
信

が
で
き
て
い
て
、ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
一
方
で
、受
け
入
れ
態
勢
は
ど
う
な
の
か
。「
刃
物
の
ま
ち
と
言

わ
れ
ま
す
が
、刃
物
の
ま
ち
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
は
ど
こ
で
す

か
？
」と
い
っ
た
お
客
様
か
ら
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
、「
刃
物
に
関

す
る
こ
と
は
、こ
こ
へ
行
け
ば
す
べ
て
わ
か
り
ま
す
」と
自
信
を
も
っ
て

言
え
な
い
と
こ
ろ
が
当
市
の
弱
い
部
分
で
す
。カ
ミ
ソ
リ
を
中
心
に

“

切
る”

こ
と
に
焦
点
を
当
て
た
博
物
館「
フ
ェ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、

包
丁
か
ら
ナ
イ
フ
、爪
切
り
、彫
刻
刀
な
ど
様
々
な
刃
物
が
購
入
で
き

る「
岐
阜
県
刃
物
会
館
」、日
本
刀
鍛
錬
も
含
め
た
刃
物
の
歴
史
を
見
る

こ
と
が
で
き
る「
関
鍛
冶
伝
承
館
」、関
鍛
冶
の
守
護
神
と
し
て
ま
つ
ら

れ
る「
春
日
神
社
」。こ
の
4
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ

り
、刃
物
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
ら
の
連
携
を
い
か
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

尾
関
市
長

　
　
　
　

  

ま
ず
は
点
か
ら
線
へ
。そ
の
先
は
面
的
な
広
が
り
に
結
び

つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。具
体
的
な
動
き
と
し
て
は
、す
で

に
３
月
に
は
、フ
ェ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
刃
物
の
総
合
博
物
館
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。体
験
型
コ
ー
ナ
ー
も
多
く
常

設
さ
れ
、さ
ら
に
見
ご
た
え
の
あ
る
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

岐
阜
県
刃
物
会
館
も
建
て
替
え
の
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
は

商
品
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
古
い
ス
タ
イ
ル
で
す
し
、建
物
が
老
朽
化
し

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、新
し
く
建
て
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。建

物
を
一
新
す
る
こ
と
に
よ
り
、レ
イ
ア
ウ
ト
や
デ
ザ
イ
ン
性
も
含
め
て

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
誕
生

に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

尾
関
市
長

　
　
　
　

  

刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
の
計
画
区
域
と
し
て
は
、か
な

り
広
い
エ
リ
ア
を
想
定
し
て
い
ま
す
の
で
、全
体
の
計
画
と
し
て
は
10

年
ス
パ
ン
ぐ
ら
い
を
目
途
に
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。岐
阜
県
刃
物

会
館
の
建
て
替
え
に
合
わ
せ
て
、ま
ず
は
体
験
工
房
的
な
施
設
の
整

備
は
早
め
に
取
り
掛
か
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
は
、す
で
に
市
民
活
動
団
体
が
、刀
匠
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

マ
イ
包
丁
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
好
評
を
博
し
ま
し
た
。例
え

ば
、結
婚
す
る
と
き
、包
丁
に
奥
様
の
銘
を
打
っ
た
包
丁
を
ご
主
人
が

手
づ
く
り
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ら
、ご
夫
婦
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な

い
ス
テ
キ
な
記
念
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
で
き
る
体
験
系
施
設
を
ま
ず
は
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の

後
、飲
食
系
の
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど
徐
々
に
拡
充
さ
せ
て
い

き
、「
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
が
お
ス
ス
メ
で
す
。何
で
も
揃
っ
て
い

ま
す
よ
」と
、刃
物
の
ま
ち
の
顔
と
し
て
自
信
を
も
っ
て
紹
介
す
る
こ

と
の
で
き
る
エ
リ
ア
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

尾
関
市
長

　

こ
れ
ま
で
も
、例
え
ば
フ
ェ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
ト
イ

レ
休
憩
も
兼
ね
て
、観
光
バ
ス
が
立
ち
寄
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

し
た
。た
だ
し
、時
間
的
な
制
約
も
あ
る
中
で
、ほ
か
の
ス
ポ
ッ

ト
ま
で
足
を
運
ぶ
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
が
、ま
さ
に
回
廊
と
し
て
つ
な
が
っ
て
く
る
と
、

市
内
を
観
光
す
る
滞
在
時
間
も
増
え
る
で
し
ょ
う
し
、刃
物
の

ま
ち
・
関
市
を
訪
れ
る
こ
と
自
体
が
目
的
に
な
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

　

中
核
施
設
が
一
新
さ
れ
、ま
ち
の
表
情
も
大
き
く
変
わ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。あ
と
は
、訪
れ
た
方
に
ど
れ
だ
け
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
か
、そ
し
て
１
度
だ
け
で
な
く
、何
度
で
も

訪
れ
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
場
所
と
し
て
い
か
に

高
め
て
い
け
る
か
。ど
の
よ
う
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る
か
も
大

き
な
カ
ギ
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

　

昨
年
、岐
阜
県
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客
は
99

万
人
と
大
き
な
伸
び
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、そ
の

中
で
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
人
が
関
市
へ
足
を
運

ん
で
い
る
で
し
ょ
う
か
。当
市
は
、イ
ギ
リ
ス
の

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
、ド
イ
ツ
の
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
と
並

び
、世
界
三
大
刃
物
工
業
都
市
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。現
在
進
め
て

い
る
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
整
備
事
業
に
は
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
込
み
に
も
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
核
的
な
役
割
を
担
う
、「
フ
ェ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」「
岐
阜
県
刃
物
会
館
」「
関
鍛
冶
伝
承
館
」「
春

日
神
社
」は
、い
ず
れ
も
歩
い
て
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な

い
距
離
に
あ
り
、こ
れ
ら
を
有
機
的
に
つ
な
ぐ
こ

と
に
よ
り
、地
域
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。エ
リ
ア
内
に
流
れ
る
関

川
に
は
春
に
な
る
と
桜
が
咲
き
誇
り
、心
を
和
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。最
近
、蛍
の
姿
を
見
か
け
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、3
年
ほ
ど
前
か
ら

商
工
会
議
所
で
関
川
桜
及
び
蛍
保
存
会
を
作
り
、

景
観
形
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

刃
物
を
中
心
に
物
産
、温
泉
、歴
史
な
ど
当
市
の
魅

力
を
紹
介
す
る
拠
点
と
し
て
整
備
が
進
み
、市
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

視
点
を
変
え
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
進
め
る
中
、今
度

は
新
た
に
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
本
一
の
刃
物
の
ま
ち
と
い
わ
れ
る
だ
け
に
、刃
物
に
関
す
る

施
設
も
整
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、訪
れ
た
方
を
ワ
ク
ワ
ク
ド

キ
ド
キ
さ
せ
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
か
と
い
う
と
、正

直
難
し
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
意
味
で
は
、今
回

も
こ
れ
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
仕
掛
け
に
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
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工
芸
や
民
族
的
行
事
な
ど

大
切
な
日
本
文
化
が
失
わ
れ
て
い
く

　
　
　

は
い
。高
校
時
代
に
鍛
冶
屋
さ
ん
を
見
学
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。私
は
福
岡
市
出
身
で
、福
岡
に
は
博
多
包
丁
、博
多
鋏
の
鍛

冶
屋
さ
ん
が
い
ま
し
た
が
、職
人
さ
ん
の
大
半
が
60
歳
以
上
で
し
た
。

「
20
年
、30
年
過
ぎ
た
時
に
は
、後
継
者
が
い
な
く
な
っ
て
途
絶
え
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
」と
身
近
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。そ
の
思
い
か
ら
、大
切

な
日
本
文
化
を
継
承
す
る
工
芸
を
仕
事
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
ま
し
た
。あ
れ
か
ら
10
数
年
が
た
ち
ま
し
た
。博
多
包
丁
は

現
在
も
職
人
さ
ん
が
70
歳
を
過
ぎ
て
現
役
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、博
多
鋏
は
後
継
者
が
い
な
く
な
っ
て
閉
じ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

福 

留
　

ご
自
身
が
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
謡
曲
を
習
い
、母
や
祖
母
が
茶

道
を
教
え
て
い
た
こ
と
で
、様
々
な
工
芸
、文
化
に
興
味
が

あ
っ
た
こ
と
が
、刀
鍛
冶
を
目
指
す
１
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
よ
う
で
す
ね
。

　
　
　

鉄
は
細
い
も
の
、薄
い
も
の
で
も
容
易
に
形
が
変
わ
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、事
実
そ
う
で
す
。し

か
し
実
際
に
鍛
冶
作
業
を
行
う
と
温
度
を
上
げ
て
い
る
間
は
、ど
の
よ

う
な
形
に
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
、自
在
に
作
れ
る
と
こ
ろ
に
お
も
し

ろ
さ
を
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
一
旦
冷
え
て
し
ま
え
ば
固
く
な
っ
て
、容

易
に
は
形
が
変
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、刃
物
を
は
じ
め
、様
々

な
構
造
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
も
興
味
を
感
じ
ま
し
た
。

福 

留
　

数
あ
る
工
芸
の
中
で
、特
に
刀
鍛
冶
に
惹
か
れ
た
の
は
ど
う

い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

元
々
は
刀
鍛
冶
の
国
家
試
験
が
行
わ
れ
る
岡
山
県
に
近
い
島

根
県
で
た
く
さ
ん
の
刀
鍛
冶
の
方
々
に
会
う
機
会
を
得
ま
し
た
。い
ろ

ん
な
意
見
を
聞
く
中
で
、藤
原
兼
房
師
匠
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
勧

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、関
市
で
弟
子
入
り
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

福 

留
　

現
在
、関
市
で
刀
鍛
冶
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
わ
け
で

す
が
、関
市
を
選
ん
だ
理
由
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

６
年
半
、師
匠
の
下
で
弟
子
と
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
初
の
３
年
ぐ
ら
い
は
、炭
切
り
な
ど

作
業
の
準
備
や
掃
除
な
ど
下
働
き
で
す
。ひ
た
す
ら
わ
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
、４
年
目
ぐ
ら
い
に
よ
う
や
く
流
れ
が
つ
か
め
て
き
ま

し
た
。作
業
で
す
か
ら
口
で
言
わ
れ
て
も
さ
っ
ぱ
り
理
解
で
き
ま
せ

ん
。言
葉
で
い
え
ば
、炉
の
中
に
入
れ
て
、だ
い
た
い
１,
４
０
０
度
ぐ

ら
い
ま
で
温
度
を
上
げ
て
、叩
け
ば
い
い
。こ
れ
だ
け
で
す（
笑
）。折

り
紙
を
折
る
の
と
同
じ
で
、や
り
方
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
、自
分
で

や
っ
て
み
て
、何
度
も
失
敗
し
て
、よ
う
や
く
一
人
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

福 

留
　

弟
子
と
し
て
の
期
間
は
何
年
ぐ
ら
い
で
し
た
か
？

　
　
　

こ
れ
ほ
ど
刃
物
屋
さ
ん
が
多
い
の
は
、ほ
か
の
地
域
に
は
な
い

特
徴
で
す
。島
根
も
少
し
似
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
が
、島
根
は
農

業
が
主
で
、ま
ち
の
中
が
静
か
で
す
。関
市
は
そ
こ
か
し
こ
で
工
作
機

械
音
が
響
き
ま
す
。子
ど
も
も
多
く
て
活
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。あ
と

は
、年
配
の
方
が
元
気
で
す
ね
。福
岡
だ
と
50
歳
後
半
か
ら
60
歳
前
半

に
は
リ
タ
イ
ア
す
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、関
市
で
は
60
歳
以
上
で
も

現
役
バ
リ
バ
リ
で
活
躍
し
て
い
る
人
が
と
て
も
多
い
印
象
で
す
。

福 

留
　

福
岡
市
出
身
の
福
留
さ
ん
の
目
か
ら
関
市
は
ど
の
よ
う
に

映
り
ま
し
た
か
？

シ
ル
バ
ー
世
代
が
元
気
で
、

ま
ち
に
活
気
が
感
じ
ら
れ
る
関
市

　
　
　

写
真
資
料
や
押
形
が
残
る
の
み
で
、実
物
を
目
に
す
る
こ
と
は

か
な
わ
な
い
わ
け
で
す
が
、記
述
を
読
む
限
り
で
は
非
常
に
す
ぐ
れ
た
作

品
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。素
剣
、梵
字
、護
摩
箸
な
ど
が
フ
ル
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
、繊
細
な
彫
刻
が
施
さ
れ
た
姿
は
ま
さ
に
傑
作
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

福 

留
　

復
元
す
る
蛍
丸
に
つ
い
て
は
、ど
ん
な
点
に
魅
力
を
感
じ
て

い
ま
す
か
？

　
　
　

奉
納
す
る
阿
蘇
神
社
の
あ
る
阿
蘇
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
制
作
し
て
奉
納
す
る

形
を
取
り
た
か
っ
た
の
で
、全
国
規
模
で
集
め
ら
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

福 

留
　

資
金
調
達
に
つ
い
て
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
人
の
思
い
を
乗
せ
て

蛍
丸
を
再
現
し
た
い

熊本、大分における群発地震により被災さ
れた皆様に心よりお見舞い申し上げます。
阿蘇神社も重要文化財を含めた多数の建
物が甚大な被害を受け、修復を目指して募
金を行っています。詳細は阿蘇神社へお
問い合わせ下さい。

関市で活動を続ける刀匠の福留房幸さんは、失われた名刀「蛍丸」を復元奉納することを企画しま

した。制作資金の調達にはクラウドファンディングを活用したところ、わずか5時間で目標の550万

円をクリア。最終的には4,512万円に達し、現在は蛍丸伝説の復活に向けて忙しい日々を送っています。

そんな若き刀匠、福留さんに刀鍛冶になったきっかけや今後の展開について伺ってみました。

■問い合わせ
福留房幸日本刀鍛錬場
http://swordsmith-fusayuki.com/

若
き
刀
匠

阿蘇神社Facebookアドレス
https://www.facebook.com/asojinjya

　
　
　

そ
も
そ
も
刀
は
武
器
で
す
が
、歴
史
的
に
見
る
と
、権
威
的
な

象
徴
、つ
ま
り
家
、一
族
、地
域
を
守
る
た
め
の
象
徴
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。そ
こ
に
美
術
性
や
芸
術
性
を
加
え
ら
れ
て
現
代
ま
で
残
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。武
器
と
い
う
実
用
的
な
利
器
の
延
長
と
し
て
の
価
値
し

か
見
い
だ
さ
れ
な
け
れ
ば
、戦
闘
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
、ほ
か
の
美

術
工
芸
に
切
り
替
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。江
戸
時
代
に
入
る
こ
ろ
に
は

茶
道
も
流
行
し
ま
し
た
か
ら
、な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
不
思

議
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
残
っ
た
の
は
、美
術
的
な
価
値
観
が
先

行
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、権
威
象
徴
的
な
思
い
を
乗
せ
て
作
ら
れ

て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。現
代
で
、刀
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
方

で
も
、日
々
鑑
賞
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
稀
だ
と
思
い
ま
す
。先
祖
代
々

大
事
に
持
っ
て
い
た
か
ら
、今
で
も
き
れ
い
に
し
て
受
け
継
い
で
い
ま

す
と
い
う
の
が
多
く
の
ケ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。芸
術
に
加
え
て
、人

や
地
域
の
つ
な
が
り
を
守
る
象
徴
で
あ
っ
た
と
い
う
根
本
的
な
価
値

が
本
質
と
し
て
流
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と 

な
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
、豊
か
な

心
持
ち
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
刀
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
私
の

目
標
で
す
。

福 

留
　

最
後
に
、今
後
の
目
標
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

目
標
は
、豊
か
な
心
持
ち
に
な
っ
て

も
ら
え
る
刀
を
作
る
こ
と
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R
　
2
人
が
中
心
に
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が「
各
務
原
市
空

き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
事
業
」で
す
。国
の
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
に
よ
る
と
、市
内
に
は
約
2,
5
0
0
戸
の
空
き
家

が
あ
り
ま
す
。「
空
き
家
と
い
っ
て
も
、様
々
な
要
因
が
あ
る
わ

け
で
す
が
、息
子
さ
ん
が
就
職
で
大
都
市
に
行
き
、そ
の
ま
ま

就
職
先
の
土
地
で
家
を
建
て
ま
す
。そ
の
後
、親
御
さ
ん
が
亡

く
な
ら
れ
て
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
あ

り
ま
す
。息
子
さ
ん
は
固
定
資
産
税
を
払
う
一
方
で
、空
き
家

の
こ
と
も
気
に
さ
れ
て
い
ま
す
。年
に
何
度
か
は
里
帰
り
し
て
、

庭
の
手
入
れ
や
空
気
の
入
れ
替
え
、郵
便
物
の
確
認
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。将
来
住
む
可
能
性
を
残
し
て
空
き
家
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、利
活
用
で
き
る
も
の
な
ら
し
て
み
た
い
と
い
う
回
答

も
意
外
に
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
こ
に
着
目
し
ま
し
た
」と

廣
瀬
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
貸
し
手
は
、固
定
資
産
税
を
賄
う
こ
と
が
で
き
て
、維
持
管

理
し
て
も
ら
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。一
方
、借
り
手
は
、

比
較
的
安
価
な
家
賃
で
一
軒
家
に
暮
ら
し
な
が
ら
、D
I
Y
で

自
由
に
改
装
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。廣
瀬
さ
ん
が「
2
間

付
き
の
和
室
を
自
分
流
に
リ
ビ
ン
グ
に
す
る
な
ど
、セ
ル
フ
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、借
り
手
の
愛
着
も
増
す
で

し
ょ
う
」と
語
る
よ
う
に
、D
I
Y
に
興
味
を
持
つ
若
い
方
を

入
居
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
し
て
い
ま
す
。

将
来
を
考
え
て
家
は
残
し
て
お
き
た
い
が
、

で
き
れ
ば
利
活
用
し
た
い
と
い
う
声
に
着
目

　「
こ
の
事
業
の
肝
は
、産
官
学
金
の
連
携
に
あ
り
ま
す
」。廣
瀬

さ
ん
の
言
葉
が
示
す
通
り
、そ
も
そ
も
本
当
に
利
活
用
で
き
る

建
物
で
あ
る
か
、民
間
の
建
築
事
務
所
が
ジ
ャ
ッ
ジ
。建
築
系
の

学
部
を
持
つ
大
学
と
連
携
し
、借
り
手
の
希
望
に
合
わ
せ
た
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ラ
ン
を
提
案
し
ま
す
。ま
た
、借
り
手
は

D
I
Y
に
か
か
る
費
用
を
無
担
保
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、県
内
の
金
融
機
関
が
融
資
メ
ニ
ュ
ー
を
新
設
す
る
こ
と
も

決
ま
り
、若
い
人
で
も
安
心
し
て
お
値
打
ち
に
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
新
し
い
住
宅
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
期
待
も
高
ま
り
ま
す
。

肝
は
産
官
学
金
の
連
携
に
あ
る

　
廣
瀬
さ
ん
か
ら
新
事
業
立
ち
上
げ
の
相
談
を
受
け
た
平
野
さ
ん
は
、「
構
想
を
聞

か
さ
れ
て
、住
宅
政
策
的
に
も
1
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。空
き
家
に

な
っ
て
い
る
建
物
は
新
耐
震
基
準
と
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
着
工
し
た
旧
耐
震
基

準
に
大
別
さ
れ
ま
す
。市
内
に
は
、ま
だ
旧
耐
震
基
準
の
住
宅
が
多
い
た
め
、耐
震

ロ
ー
ラ
ー
大
作
戦
と
名
付
け
て
、耐
震
化
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

空
き
家
は
、そ
も
そ
も
人
が
住
ん
で
い
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、訪
ね
て
も
答
え
が
返
っ

て
き
ま
せ
ん
。表
の
道
路
が
緊
急
避
難
道
路
に
な
っ
て
い
て
、空
き
家
が
倒
れ
る
こ
と

で
道
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。そ
の
意
味
で
は
、借
り
手
が
つ
い

て
、人
が
住
む
こ
と
で
維
持
管
理
が
図
ら
れ
ま
す
。あ
る
い
は
、所
有
者
の
方
も『
家

賃
が
入
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、耐
震
し
て
み
よ
う
』と
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。各
家
を
訪
ね
て
み
る
と
、大
き
な
家
で
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
る

方
々
と
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。将
来
を
考
え
る
と
大
変
な
時
代
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
す
。目
先
の
こ
と
で
な
く
、10
年
先
の
各
務
原
を
見
据
え
た
政
策
で
も

あ
る
し
、今
あ
る
も
の
を
大
切
な
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
、よ
い
手
法
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」と
チ
ー
ム
の
一
員
に
な
っ
た
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

耐
震
化
が
進
む
き
っ
か
け
に
な
る

　
商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策
な
ど
は
全
国
的
に
も
数
多
く
の
例
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、空
き
家
対
策
を
住
宅
政
策
と
し
て
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

の
は
全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。「
貸
す
側
に

と
っ
て
は
、ど
ん
な
人
が
借
り
手
に
な
る
の
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
し
、不

安
要
素
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。手
間
が
か
か
る
分
、契
約
が
決
ま
れ
ば
信
頼
関
係
も
長
く
続
く
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
過
程
も
W
E
B
上
で
公
開
す
る
な
ど
見
え
る
化
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ほ
か
に
も
D
I
Y
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
し
、ど
ん
ど
ん
情
報
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
、廣
瀬
さ
ん
は
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
D
I
Y
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
借
り
手
と
貸
し
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が
ら
空

き
家
の
解
消
を
狙
う「
各
務
原
市
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
事
業
」。産
官

学
金
の
連
携
の
中
で
、新
た
な
金
融
商
品
も
生
ま
れ
る
モ
デ
ル
事
業
は
終
了
後
、民

間
主
導
に
よ
る
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。現
代
の
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組

み
、将
来
的
に
は
民
間
ベ
ー
ス
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
目
指
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

若
手
行
政
マ
ン
の
奮
闘
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
の
先
に
狙
う
は

民
間
主
導
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

ま
ち
を
活
性
化

　
か
く
れ
ん
ぼ
や
鬼
ご
っ
こ
、家
の
周
囲
す
べ
て
が
遊
び
場
で
、元

気
に
走
り
回
る
子
ど
も
た
ち
の
声
が
賑
や
か
に
響
き
渡
る
風
景
。

か
つ
て
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
ま
ち
の
表
情
を
見
る

こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む

中
で
、ふ
と
周
囲
を
見
渡
し
て
み
る
と
、隣
向
こ
う
が
い
つ
の
間
に

か
空
き
家
に
な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

　
各
務
原
市
は
、東
西
に
鉄
道
の
駅
が
15
を
数
え
、大
型
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
立
地
し
て
い
る
人
口
約
15
万
人
の
中
都
市
で

す
。航
空
機
、自
動
車
産
業
を
中
心
に
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
と
し

て
、有
効
求
人
倍
率
は
約
3
倍
に
も
上
り
ま
す
。優
れ
た
人
材
を

呼
び
込
む
た
め
、魅
力
的
な
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
た
企
画
政
策
課
の
廣
瀬
真
一
さ
ん
は
一
方
で
、市
内
で
増
え
つ

つ
あ
る
空
き
家
の
問
題
に
も
着
目
し
ま
し
た
。移
住
・
定
住
と
空

き
家
問
題
を
同
時
に
解
決
す
る
た
め
、建
築
指
導
課
の
平
野
理

奈
さ
ん
に
相
談
。組
織
の
枠
を
超
え
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

若
手
技
術
者
の
取
り
込
み
と
空
き
家
対
策

組
織
の
枠
を
超
え
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む

建築指導課

平野理奈さん
企画政策課

廣瀬真一さん

市内には約2,500戸の空き家

ENOVATION
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伝
統
の

甘
味
を
刻
ん
で

現
代
版

ス
イ
ー
ツ
に

　
幕
府
や
朝
廷
に
献
上
さ
れ
、千
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ「
堂
上
蜂
屋

柿
」。信
長
、秀
吉
、家
康
な
ど
時
の
権
力
者
に
も
愛
さ
れ
た
堂
上
蜂
屋

柿
は
、美
濃
加
茂
市
を
代
表
す
る
特
産
品
の
1
つ
で
す
。一
つ
ひ
と
つ
手

作
業
で
皮
む
き
し
、“

手
も
み”

“

ニ
オ
ボ
ウ
キ
が
け”

な
ど
独
自
の

製
法
で
作
ら
れ
る
だ
け
に
高
級
な
も
の
は
1
個
約
1,
0
0
0
円
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
こ
数
年
は
、市
や
関
係
者
に
よ
る
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
も
功
を
奏
し
、1
個
約
1,
5
0
0
円
で
販
売
さ
れ
る
も
の
も

登
場
し
、そ
の
価
値
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
皮
む
き
か
ら
陰
干
し
、天
日
干
し
な
ど
、堂
上
蜂
屋
柿
が
で
き
る
ま

で
に
は
天
候
も
カ
ギ
を
握
り
ま
す
。長
年
の
経
験
と
細
心
の
注
意
を

払
っ
た
徹
底
し
た
管
理
で
工
程
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、追
熟
と
い

う
、甘
み
を
さ
ら
に
増
す
た
め
の
期
間
に
柔
ら
か
く
な
り
す
ぎ
て
、製

品
と
し
て
出
荷
で
き
な
い
柿
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。堂
上
蜂

屋
柿
振
興
会
会
長
の
三
輪
宣
彦
さ
ん
は
、「
昨
年
は
、特
に
高
温
が
続

い
て
、11
月
な
の
に
真
夏
の
よ
う
な
日
が
あ
り
ま
し
た
。1
日
で
カ
ビ
が

生
え
て
ダ
メ
に
し
て
し
ま
っ
た
生
産
者
も
い
て
、管
理
の
難
し
さ
を
改

め
て
痛
感
し
ま
し
た
。私
の
場
合
、1
シ
ー
ズ
ン
で
約
2,
0
0
0
個
の

柿
を
作
り
ま
す
が
、そ
の
う
ち
使
え
る
の
は
1,
5
0
0
個
ほ
ど
で
す
。

残
り
は
規
格
外
と
し
て
、市
民
祭
り
で
販
売
し
た
り
、泣
く
泣
く
廃
棄

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。味
的
に
は
そ
ん
色
な
い
の
で
す
が
、見
た

目
が
よ
く
な
い
ば
か
り
に
、丹
精
込
め
て
育
て
て
き
た
柿
を
使
う
こ
と

が
で
き
な
い
の
は
、な
ん
と
も
も
っ
た
い
な
い
。何
か
よ
い
活
用
方
法
は

な
い
も
の
か
思
案
し
て
い
ま
し
た
」と
語
り
ま
す
。

製
品
と
し
て
出
荷
は
で
き
な
い
が
、味
は
変
わ
ら
な
い

加
工
品
と
し
て
の
よ
い
活
用
法
は
な
い
も
の
か

　
そ
ん
な
中
、昨
年
12
月
、和
菓
子
店「
緑
水
庵
」が「
堂
上
蜂
屋
柿
鮎

菓
子
」を
販
売
し
ま
し
た
。価
格
は
1
個
2
5
0
円
と
、通
常
の
鮎
菓

子
の
2
倍
以
上
の
設
定
で
し
た
が
、好
調
な
売
れ
行
き
を
見
せ
ま
し

た
。そ
の
開
発
に
は
、地
元
・
加
茂
農
林
高
校
生
物
工
学
・
食
品
科
学

科
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
携
わ
り
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
の
1
人
で

あ
る
白
井
和
稀
君
は
、「
皮
む
き
か
ら
す
べ
て
手
剥
き
で
す
か
ら
、か

な
り
の
重
労
働
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。水
分
が
多
い
の
で
、カ

ビ
が
つ
か
な
い
か
毎
日
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
見
守
っ
た
も
の
で
す
。製

品
の
良
し
あ
し
が
天
候
に
左
右
さ
れ
る
だ
け
に
、管
理
も
気
が
抜
け

ま
せ
ん
で
し
た
。堂
上
蜂
屋
柿
な
ら
で
は
の
上
品
な
甘
さ
が
加
わ
っ

て
、完
成
し
た
と
き
は
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
」と
振
り
返
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

岐
阜
の
特
産
品
同
士
が
コ
ラ
ボ

上
品
な
甘
さ
が
加
わ
っ
て
付
加
価
値
が
倍
増

自
然
な
甘
さ
を
や
さ
し
く
プ
ラ
ス
し
て

ス
イ
ー
ツ
や
ジ
ャ
ム
な
ど
様
々
な
加
工
食
品
に

伝
統

現
代

　
市
と
民
間
業
者
、高
校
が
一
体
に
な
っ
た
産
官
学
に
よ
る
加
工
品
の

開
発
は
、こ
こ
数
年
活
発
化
し
、鮎
菓
子
以
外
に
も
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
、パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
堂
上
蜂
屋
柿
を
使
っ
た
新
商

品
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
一
番
の
食
べ
方
は
、や
っ
ぱ
り
干
し
柿
の
ま
ま
食
べ
て
も
ら
う
こ
と

で
す
よ
」と
語
る
三
輪
さ
ん
で
す
が
、「
製
造
の
過
程
で
ど
う
し
て
も
規

格
外
の
も
の
は
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。加
工
品
と
し
て
有
効
活
用
し

て
も
ら
っ
て
、堂
上
蜂
屋
柿
が
新
し
い
切
り
口
で
た
く
さ
ん
の
お
客
様

に
届
く
こ
と
は
私
た
ち
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。手
ご
ろ
な
加

工
品
で
堂
上
蜂
屋
柿
を
ま
ず
知
っ
て
い
た
だ
い
て
、次
は
堂
上
蜂
屋
柿

そ
の
も
の
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
い
て
、そ
の
お
い
し
さ
を
再
認
識

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
、

堂
上
蜂
屋
柿
の
さ
ら
な
る
普
及
拡
大
に
期
待
を
込
め
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
祖
母
が
干
し
柿
を
作
っ
て
い
て
、冬
の
楽
し

み
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
て
、干
し
柿
は
と
て
も
身
近
な

存
在
で
し
た
。ふ
る
さ
と
に
堂
上
蜂
屋
柿
と
い
う
伝
統
と
歴
史
あ
る

素
晴
ら
し
い
伝
統
の
商
品
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、も
っ
と
多
く
の
人

に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
で
す
。堂
上
蜂
屋
柿
鮎

菓
子
が
、そ
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、こ
れ
ほ
ど
誇
り
に

思
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
も
試
験
的
に
ジ
ャ
ム
を
作
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、様
々
な
素
材
と
コ
ラ
ボ
で
き
そ
う
で
す
し
、

新
し
い
食
べ
方
の
提
案
も
で
き
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。ふ
る
さ
と
の
誇

り
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
」と
白
井
君
。

伝
統
の
技
術
と
製
法
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
極

上
の
甘
み
は
、現
代
に

マ
ッ
チ
し
た
ス
イ
ー
ツ
や

ジ
ャ
ム
な
ど
可
能
性
の

輪
を
広
げ
な
が
ら
、よ
り

味
わ
い
深
い
も
の
と
し

て
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。

▲堂上蜂屋柿鮎菓子

▲堂上蜂屋柿と栗きんとんがコラボした
　創作高級和菓子「濃蜜果喜」

▲堂上蜂屋柿フィナンシェ

加茂農林高校
生物工学・食品科学科
プロジェクトチーム

白井和稀君

堂上蜂屋柿振興会
会長

三輪宣彦さん
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〝
今
の
自
分
を
変
え
た
い
〞

〝
ど
の
よ
う
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
け
ば
よ
い
の
か
〞

ま
ず
初
め
に
、お
二
人
が
J
C
に
入
っ
た

き
っ
か
け
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■
前
田　

私
が
所
属
先
の
各
務
原
J
C
に
入
会
し
た
の
は

2
0
0
9
年
で
す
。経
営
す
る
企
業
の
売
り
上
げ
が
伸
び
悩
み
、こ

れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
頭
を

悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
折
、す
で
に
各
務
原
J
C
の
会
員
に

な
っ
て
い
た
中
学
時
代
の
同
級
生
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。J
C
に
つ
い
て
は
、「
加
入
す
る
と
忙
し
く
な
っ
て
大
変
だ
」

と
い
う
話
を
以
前
か
ら
少
し
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

実
際
加
入
し
て
み
る
と
、委
員
会
活
動
は
人
間
形
成
の
面
で
大
い

に
役
立
ち
ま
し
た
し
、様
々
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
で
き

て
、他
地
域
の
公
開
例
会
に
も
進
ん
で
参
加
す
る
ほ
ど
、J
C
活

動
に
対
す
る
取
り
組
み
の
熱
が
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

■
西
岡　

私
が
現
在
の
所
属
先
で
あ
る
岐
阜
J
C
に
入
会
し
た
の

は
2
0
0
8
年
で
し
た
。知
人
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た

が
、当
初
は
社
会
活
動
が
目
的
と
い
う
よ
り
は
、仕
事
に
何
ら
か
の

プ
ラ
ス
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
の
方
が
強

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。何
よ
り
も
今
の
自
分
を
変
え
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
一
番
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

前
田
創
史
さ
ん

東
海
地
区
担
当
常
任
理
事

西
岡
徹
人
さ
ん

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
委
員
会
委
員
長

明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、

青
年
経
済
人
が
集
い
活
動
す
る
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所（
日
本
J
C
）。

社
会
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、日
頃
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
か
、

東
海
地
区
担
当
常
任
理
事
の
前
田
創
史
さ
ん
と

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
委
員
会
委
員
長
の
西
岡
徹
人
さ
ん
に
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

器
の
小
さ
さ
に
気
づ
く
こ
と
で

〝
J
C
ス
イ
ッ
チ
〞が
入
る

前
田
さ
ん
は
、比
較
的
早
い
段
階
で

J
C
活
動
で
の
や
り
が
い
を
感
じ
た
よ
う
で
す
が
、

お
二
人
が
J
C
活
動
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
あ
れ
ば
、紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

■
前
田　

大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、日
本
J
C
第
58
代
会

頭
で
あ
る
安
里
繁
信
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
た
時
で
す
。今
や
大
変

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
安
里
さ
ん
で
す
が
、様
々
な
苦
労
を
乗
り
越

え
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。そ
の
生
き
様
を
生
で
聞
い
た
こ
と

で
、大
き
な
共
感
を
覚
え
ま
し
た
。「
地
域
の
た
め
に
何
か
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。J
C
活
動
に
、本
気
に
な
っ
て
取
り
組
も
う
」と

思
わ
せ
て
く
れ
た
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。お
か
げ
で
、J
C

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
、新
た
な
お
店
も
い
く
つ
か
オ
ー

プ
ン
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
西
岡　

私
に“

J
C
ス
イ
ッ
チ”

が
本
当
の
意
味
で
入
っ
た
の
は

2
0
1
2
年
で
す
。岐
阜
J
C
で
初
め
て
青
少
年
心
身
育
成
委
員

会
の
委
員
長
を
任
さ
れ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
メ
ン
バ
ー
の
顔
を
見
て

も
、誰
一
人
楽
し
そ
う
で
は
な
い
し
、幸
せ
そ
う
に
見
え
ま
せ
ん
。

会
社
の
中
を
見
渡
し
て
み
て
も
、つ
ま
ら
な
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る

社
員
ば
か
り
で
す
。家
に
帰
っ
て
、妻
の
顔
を
見
て
も
つ
ま
ら
な
そ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。鏡
を
見
た
ら
、自
分
も
本
当
に
つ
ま
ら
な
そ

う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。当
時
、私
に
は
自
分
一
人
で
そ
れ
な
り

に
企
業
を
大
き
く
し
て
き
た
自
負
も
あ
り
ま
し
た
。で
も
、つ
ま
ら

な
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
周
囲
を
見
て
、「
周
り
の
人
を
誰
一
人

幸
せ
に
で
き
な
い
自
分
は
何
だ
ろ
う
か
」と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。J
C
の
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
で
、初
め
て
自
分
の
器
の
小
さ

さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

青
少
年
心
身
育
成
委
員
会
活
動
の
中
盤
あ
た
り
ま
で
は
、み
ん

な
つ
ま
ら
な
そ
う
な
表
情
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。で
も
事

業
を
開
催
し
て
、子
ど
も
た
ち
が
心
の
底
か
ら
見
せ
る
笑
顔
を
見

て
く
れ
た
時
、初
め
て
メ
ン
バ
ー
の
表
情
も
変
わ
り
ま
し
た
。「
自

分
た
ち
が
や
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
」と
い
う
、ひ

と
つ
の
証
明
が
さ
れ
た
こ
と
で
メ
ン
バ
ー
の
表
情
も
変
わ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。私
も
そ
の
時
に
、人
を
認
め
る
こ
と
、喜
ば
せ
る
こ

と
が
大
事
な
の
だ
と
改
め
て
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
の
姿
勢
に

共
感
し
て
も
ら
わ
な
い
と

人
は
動
か
な
い

J
C
の
活
動
を
す
る
中
で
、

初
め
か
ら
何
か
も
う
ま
く
い
く
は
ず
は
な
く
て
、

や
は
り
失
敗
を
通
じ
て
様
々
な
こ
と
を

学
ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

■
前
田　

は
い
。東
日
本
大
震
災
の
年
、各
務
原
市
桜
ま
つ
り
の
桜

観
覧
船
事
業
で
私
は
責
任
者
で
し
た
。例
年
4,
0
0
0
人
ほ
ど
の

乗
船
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
年
は
自
粛
ム
ー
ド
の
影
響
も
あ
り
、

1,
8
0
0
人
ほ
ど
し
か
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
時
、自
分

の
姿
勢
に
共
感
し
て
も
ら
わ
な
い
と
人
は
動
か
な
い
も
の
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
や
れ
る
部
分
と
や
れ
な
い
部
分
が

あ
る
こ
と
を
明
確
に
理
解
で
き
た
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。一
つ

ひ
と
つ
段
階
を
踏
ん
だ
り
、役
職
を
経
験
す
る
こ
と
で
見
え
て
く

る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
西
岡　

例
え
ば
事
業
を
開
催
し
て
、人
数
の
目
標
を
達
成
し
た

と
し
て
も
、本
当
の
目
的
を
達
成
で
き
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

集
客
は
様
々
な
手
法
を
駆
使
す
る
こ
と
で
達
成
可
能
な
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、事
業
を
開
催
し
た
、そ
の
先
に
ど
ん
な
こ
と
が
得
ら

れ
た
の
か
。本
当
の
目
的
を
達
成
で
き
た
か
ど
う
か
、し
っ
か
り
検

証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ち
ょ
っ
と
乱
暴
な
言
い
方
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、事
業
だ
け
を
成
立
さ
せ
る
な
ら
委
員
長
の
マ
ン
パ
ワ
ー
で

で
き
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。周
り
の
人
を
す
べ
て
巻
き
込
ま

な
く
て
も
、自
分
の
得
意
な
分
野
を
使
う
こ
と
で
、事
業
を
成
立
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、そ
れ
は
事
業
の
成
功
に

は
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、自
分
の
成
長
に
は
決
し
て
つ
な
が
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。価
値
観
や
判
断
基
準
、友
好
関
係
、広
報
の

仕
方
な
ど
様
々
な
こ
と
を
J
C
の
中
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、自
分

の
器
を
広
げ
て
い
く
。そ
れ
を
会
社
に
持
ち
帰
っ
て
落
と
し
込
ん
で

い
く
。私
も
J
C
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、入
会
前
に
比
べ
る
と
企
業
規
模
を
大
き
く
拡
大
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次世代に誇れる
つながりある
東海の実現に向けて

公益社団法人 日本青年会議所
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最
後
に
本
年
度
実
施
す
る
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■
前
田　

本
年
度
、東
海
地
区
協
議
会
の
基
本
方
針
は「
次
世
代
に
誇
れ
る
つ
な
が
り

あ
る
東
海
の
実
現
」に
定
め
ま
し
た
。基
本
方
針
の
下
、「
本
会
の
事
業
・
運
動
の
推
進
」

「
自
国
を
誇
れ
る
国
家
観
と
お
も
い
や
り
の
心
を
持
つ
青
年
の
育
成
」「
多
様
な
価
値

観
を
受
け
止
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
を
創
出
す
る
事
業
の
実
施
」「
優
れ
た
判
断
力
と
知

識
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
事
業
の
実
施
」「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
、つ
な
が
り
あ
る

東
海
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」「
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
・
強
化
、初
動
体
制
の
整
備
」

「“

未
来
へ
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
音
楽
の
ち
か
ら
〜”

の
推
進
」「
J
C
カ
ッ
プ
U

－

11

少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
全
国
大
会
の
実
施
」と
い
う
8
つ
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

■
西
岡　
「
自
国
を
誇
れ
る
国
家
観
と
お
も
い
や
り
の
心
を
持
つ
青
年
の
育
成
」を
実

現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
、青
年
の
船「
と
う
か
い
号
」を
実
施
し
ま
す
。

20
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
一
般
の
方
が
約
4
0
0
名
、サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
J
C
メ
ン

バ
ー
約
2
0
0
名
が
乗
船
す
る
8
日
間
の
洋
上
研
修
で
、第
43
回
を
数
え
る
今
回
は
、台

湾
・
高
雄
を
寄
港
地
に
6
月
5
日
〜
12
日
の
行
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。自
己
と
対
峙
し
、

新
た
な
自
分
を
見
つ
け
出
す
研
修
は
意
義
深
く
、「
人
生
が
大
き
く
変
わ
っ
た
」と
い

う
参
加
者
か
ら
の
声
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
前
田　
「“

未
来
へ
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
音
楽
の
ち
か
ら
〜”

の
推
進
」の
具
体

的
な
活
動
と
し
て
は
、日
本
J
C
が
、東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ソ
ン
グ「
未
来
へ
つ
な

ぐ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
作
り
、歌
手
Ｍ
ａ
ｙ 

Ｊ
．さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。す
で
に
1
5,
0
0
0
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
超
え
、多
く
の
方
に
歌
い
継
が
れ
て
い
ま

す
が
、震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
本
年
度
は
1
0
0
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
西
岡　
「
多
様
な
価
値
観
を
受
け
止
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
を
創
出
す
る
事
業
の
実

施
」の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、東
海
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
6
の
開
催
を
7
月
に
予

定
し
て
い
ま
す
。昨
年
開
催
さ
れ
た
東
海
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
5
に
は
静
岡
県
富
士

市
の「
ふ
じ
さ
ん
め
っ
せ
」を
会
場
に
、一
般
市
民
約
4,
0
0
0
人
、J
C
メ
ン
バ
ー
約

2,
0
0
0
人
が
集
い
、東
海
4
県
の
特
産
品
が
集
結
し
た
ブ
ー
ス
や
た
く
さ
ん
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
人
気
を
集
め
、市
民
と
青
年
経
済
人
が
ふ
れ
あ
っ
た
り
、多
く
の
気
づ

き
と
学
び
の
機
会
に
出
会
え
る
素
晴
ら
し
い
事
業
に
な
り
ま
し
た
。本
年
度
は
岐
阜

メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

6
月
に「
と
う
か
い
号
」、

7
月
に
東
海
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
6
を
実
施

自国を誇れる国家観と
おもいやりの心を持つ

■問い合わせ

公益社団法人　日本青年会議所
事務局　東京都千代田区平河町2-14-3 
TEL：03-3234-5601（代）
http://www.jaycee.or.jp

青年の育成

人
生
が

大
き
く

変
わ
っ
た
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第７０回全国レクリエーション大会in岐阜 実行委員会事務局

７０
回
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
in
岐
阜
」を
９
月
23
日（
金
）か
ら
25
日（
日
）の
3
日
間
、

全
市
町
村
に
て
岐
阜
県
で
初
め
て
開
催
し
ま
す
。こ
の
大
会
は
種
目
大
会
や
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
、体
験
イ
ベ
ン
ト
と
い
っ
た
様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、延
べ
10
万
人
以

上
の
参
加
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。「
種
目
大
会
」は
38
種
目
あ
り
、全
市
町
村
に
て
行
わ
れ
ま
す
。予

選
や
資
格
な
ど
は
な
く
、ほ
と
ん
ど
の
種
目
が
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。順
位
は
決

ま
り
ま
す
が
、体
を
動
か
す
こ
と
や
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
の
で
、初
心
者
の
方
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
ま
す
。「
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」も
同
時
に
開
催
し
、

講
義
、セ
ミ
ナ
ー
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
が
行
わ
れ
ま
す
。全
国
か
ら
岐
阜
ま
で
、多
種
多
様

な
講
師
に
よ
る
、健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
役

立
つ
情
報
が
発
信
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、７０
年
の
長
き
に
わ
た

る
伝
統
と
歴
史
が
あ
り
、個
々
の
生
活

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
や
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
と
て
も
重
要
な

大
会
で
あ
り
ま
す
。私
は
今
、こ
の
大

会
を
引
き
継
ぐ
こ
と
の
責
任
の
重
大

さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
６
月
１
日
に
実
行
委
員
会
を

設
立
し
、古
田
肇
岐
阜
県
知
事
に
名
誉
会
長
と
し
て
ご

就
任
い
た
だ
き
、県
内
全
て
の
市
町
村
長
に
も
委
員
に

ご
就
任
い
た
だ
く
な
ど
、岐
阜
県
が
一
丸
と
な
っ
て
大
会

を
盛
り
上
げ
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
県
内

企
業
の
皆
さ
ま
か
ら
も
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、大

会
成
功
に
向
け
た
準
備
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

本
大
会
の
最
大
の
魅
力
は
、心
と
心
、人
と
人
が
ふ
れ

あ
い
を
感
じ
、全
国
の
人
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
岐
阜
県
で
は
、本
大
会
前
よ
り
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、ま
た
親
子
や
障
が
い
者
の
方
も
気
軽
に
参

加
で
き
、健
康
に
な
れ
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
中
で

す
。そ
の
１
つ
で
あ
る
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、全
42
市
町

村
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
素
晴
ら

し
さ
を
県
民
へ
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
、次
の
時
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
活
躍

が
、街
づ
く
り
や
人
づ
く
り
の
根
幹
で
あ
り
、本
大
会
で

も
若
い
人
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。大
い
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、今
後
さ
ら
に「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
と
笑
顔
」を
、し
っ
か
り
と
伝
え
繋

い
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

９
月
の
本
大
会
に
向
け
て
、日
々
多
く
の
皆
さ
ま
か

ら
絆
を
い
た
だ
き
、大
会
責
任
者
と
し
て
大
会
成
功
へ
と

邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

■岐阜県　清流の国推進部　全国レクリエーション大会推進事務局
　岐阜市薮田南２-1-1　TEL：058-272-8764
■特定非営利活動法人　岐阜県レクリエーション協会
　岐阜市長良福光大野2675番地28　岐阜メモリアルセンター内
　TEL：058-295-7257

岐阜県で初開催 全４２市町村で開催地
域
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
が

さ
ら
に
活
発
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で

「
第し

て
岐
阜
大
会
で
は
、総
合
開
会
式
や
交
歓
の
夕
べ

（
交
流
会
）も
盛
大
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。岐
阜
県

ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
式
典
や
お
も
て
な
し
で
皆
さ
ん
を

お
迎
え
し
ま
す
。応
援
大
使
の
佐
藤
弘
道
さ
ん
、勅
使
川
原

郁
恵
さ
ん
、Ｐ
Ｒ
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
の
39
名
も
来
場
し
、会
場

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。そ
の
ほ
か
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」

を
体
験
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
験
広
場
や
協
賛
行
事

な
ど
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
岐
阜
県
を
体
験
し
て
も
ら
う

企
画
を
多
数
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、事
前
に
配
布
す
る

開
催
募
集
要
項
な
ど
で
岐
阜
県
の
観
光
名
所
や
特
産
品
な

ど
を
観
る
・
味

わ
う
・
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る

着
地
型
の
観
光

コ
ー
ス
の
紹
介

な
ど
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

そ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
こ
こ
ろ
」と「
か
ら
だ
」を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

岐
阜
県
で
は
現
在
、幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
を
対
象
に
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
が
き
っ
か
け
と
な
り
、大
会
終
了
後
も
、地
域
づ
く
り
や
健
康
づ
く

り
が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

レ
会
へ
の
参
加
申
込

は
、６
月
に
配
布
予

定
の「
参
加
募
集
要
項
」よ

り
で
き
ま
す
。全
国
は
も

ち
ろ
ん
県
内
の
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大

応援大使　
佐藤 弘道さん

H27.6.1　実行委員会設立総会の様子
右から、古田肇知事（名誉会長）、岐阜県レクリエーション協会
渡邉丈展会長、日本レクリエーション協会浅野祥三常務理事

研究フォーラムの一会場

ＰＲジュニア大使の皆さん

大会公式ポスター

県民の心をひとつに　　本大会の成功に向けて

種目別全国交流大会（グラウンド・ゴルフ）

応援大使
勅使川原 郁恵さん

第７０回全国レクリエーション大会 in 岐阜
渡邉　丈展  実行委員会会長
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昭和コンクリート工業
グループ

昭和産業
株式会社

昭和造園土木
株式会社

昭和運輸
株式会社

ショーワトラベル
サービス

昭和商事
株式会社

株式会社
コンクリートテクノ
コンサル

35
年
前
に
将
来
の
発
展
を
予
見
し
て
中
国
に
進
出

　
昭
和
商
事
の
歴
史
を
簡
単
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

五
島　

当
社
は
親
会
社
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
資
材
の
調
達
窓
口

と
し
て
昭
和
44
年
に
設
立
し
、セ
メ
ン
ト
、砂
利
、鉄
筋
な
ど
を

全
国
の
工
場
に
供
給
し
て
き
ま
し
た
。海
外
と
の
関
係
は
昭
和

56
年
に
貿
易
部
門
を
設
立
し
中
国
と
の
貿
易
を
ス
タ
ー
ト
。昭

和
58
年
に
は
北
京
に
駐
在
員
事
務
所
を
開
設
し
、そ
の
後
南
京

事
務
所
、日
中
合
弁
第
一
号
の
ホ
テ
ル「
杭
州
友
好
飯
店
」の

オ
ー
プ
ン
と
次
々
に
中
国
進
出
を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。ま

た
、ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
ス
リ
ラ
ン
カ
で
合
弁
の
生
コ
ン
工
場
も

設
立
稼
動
し
、生
コ
ン
車
の
輸
出
な
ど

も
手
が
け
ま
し
た
。現
在
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
資
材
調
達
部
門
は
親
会
社
に
移

管
さ
れ
、貿
易
と
旅
行
の
２
部
門
で
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、過
去
か
ら

蓄
積
さ
れ
た
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
無
形
の
財
産
と
し
て
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、よ

り
愛
さ
れ
る
価
値
と
サ
ー
ビ

ス
を
提
供

　
現
在
は
ど
ん
な
分
野
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
で
す
か
？

五
島　

現
在
は
輸
出
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。通
常
の
輸

出
業
務
に
加
え
世
界
最
大
級
の
ア
リ
バ
バ
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

と
契
約
し
、地
元
岐
阜
の
は
ち
み
つ
、木
材
、桝
、刃
物
、し
ょ
う

油
、サ
プ
リ
メ
ン
ト
、着
物
、手
造
り
無
添
加
ジ
ャ
ム
等
の
製
品

を
広
く
海
外
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
反
応
は
い
か
が
で
す
か
？五

島　

海
外
の
ア
リ
バ
バ
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
確
実

に
増
え
て
い
ま
す
。「
メ
イ
ド
イ
ン

ジ
ャ
パ
ン
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
は

海
外
の
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
イ
ン
パ

ク
ト
が
非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま

す
。自
社
の
製
品
を
海
外
に
販
売
し

た
い
と
い
う
希
望
を
お
持
ち
の
方

は
大
変
多
い
の
で
す
が
、言
葉
、商

習
慣
、代
金
回
収
、貿
易
実
務
な
ど

を
心
配
さ
れ
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
で
い
ま
す
。当
社
を
活
用

し
て
頂
け
れ
ば
心
配
さ
れ
て
い
る
、ほ
と
ん
ど
の
こ
と
は
解
決

し
ま
す
。海
外
ユ
ー
ザ
ー
の
情
報
も
し
っ
か
り
お
伝
え
し
一
緒

に
販
路
拡
大
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
国
と
の
関
係
は
継
続
。そ
の
次
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

に
も
展
開

　
商
品
の
魅
力
を
い
か
に
引
き
出
し
て
発
信
す
る
か
が

海
外
販
売
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

五
島　

海
外
の
方
か
ら
見
る
と
、日
本
人
の
私
た
ち
が
身
近
で

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
、さ
り
げ
な
い
日
用
品
も
デ
ザ
イ

ン
が
洗
練
さ
れ
機
能
的
に
も
優
れ
、す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
が

い
っ
ぱ
い
含
ま
れ
て
い
る
と
す
ご
く
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す
。当

社
の
旅
行
部
門
の
シ
ョ
ー
ワ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
今
、海
外

か
ら
の
観
光
客
に
岐
阜
を
訪
れ
て
頂
く
営
業
を
し
て
い
ま
す

が
、岐
阜
に
案
内
し
た
時
に
直
接
商
品
を
手
に
取
っ
て
も
ら
い

体
感
し
て
も
ら
う
、あ
る
い
は
試
食
し
て
味
わ
っ
て
も
ら
う
機

会
・
場
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
大
き
な
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、ま
ず
は
海
外

に
向
け
て
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
海
外
展
開
の
方
向
性
に
つ
い
て
教
え
て
下

さ
い
。

五
島　

今
後
に
つ
い
て
は
35
年
来
の
長
き
に
わ
た
り
付
き
合
っ

て
き
た
中
国
と
の
輸
出
入
、投
資
、人
的
交
流
面
で
関
係
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
が
、新
た
に
ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め

A
S
E
A
N
諸
国

や
中
国
同
様
に
数

十
年
来
の
お
付
合

い
が
あ
る
ス
リ
ラ

ン
カ
と
も
ビ
ジ
ネ

ス
関
係
を
構
築

し
、当
社
及
び
グ

ル
ー
プ
各
社
の
グ

ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　岐阜市に本社を構える老舗コンクリートメーカーである昭和コンクリート工業株式
会社は平成28年２月11日に創業60周年を迎えました。
　現在、昭和コンクリート工業の取締役社長を務めるのは3代目の村瀬大一郎さん。
関連会社5社を持つグループ企業の代表として卓越したリーダーシップを発揮してい
ます。2代目社長で、現会長の恒治さんは、本業の充実に取り組む一方、社業を支えてく
れる地域社会への感謝を忘れず、各種役職を務めたり、積極的な地域貢献活動を行っ
ています。60周年を迎えた今回、昭和コンクリート工業グループを率いる村瀬大一郎
社長とグループ企業の責任者3名に登場していただき、お話を伺いました。

　
昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
の
歴
史
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

村
瀬　

当
社
の
設
立
は
昭
和
31
年
で
、今
年
は
ち
ょ
う
ど
60
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。事
業
内
容
は
一
般
土
木
か
ら
建
築
ま
で
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

か
か
わ
る
事
業
を
全
国
で
展
開
す
る
総
合
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ー
カ
ー
で
す
。

岐
阜
県
の
皆
さ
ん
に
も
馴
染
み
深
い
と
こ
ろ
で
は
、岐
阜
シ
テ
ィ・
タ
ワ
ー

43
や
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
鷲
見
橋
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、毎
日

の
よ
う
に
目
に
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
に
よ
っ
て
、身
近
な
と
こ
ろ
で
皆

さ
ん
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

シ
ナ
ジ
ー
効
果
に
よ
り
全
国
で
活
躍

　
昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

村
瀬　

昭
和
産
業
㈱
、昭
和
運
輸
㈱
、昭
和

商
事
㈱
、シ
ョ
ー
ワ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
、昭

和
造
園
土
木
㈱
、㈱
コ
ン
ク
リ
ー
ト
テ
ク

ノ
コ
ン
サ
ル
を
グ
ル
ー
プ
企
業
に
持

ち
、コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
経
営
に
よ
る

シ
ナ
ジ
ー
効
果
で
活
躍
の
場
は
多
方

面
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で

も
、昭
和
商
事
、シ
ョ
ー
ワ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー

ビ
ス
、昭
和
造
園
土
木
は
、岐
阜
県
の
優
れ

た
資
源
を
発
信
し
た
り
、特
産
物
に
磨
き
を

か
け
る
事
業
も
展
開
し
、地
域
に
愛
さ
れ
る
企

業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

初
心
を
忘
れ
ず
、あ
る
べ
き
姿
を
目
指
す

　
60
周
年
を
迎
え
て
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

村
瀬　

60
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
の
も
、先
人
が
知
恵
を
絞
り
、い
く
つ
も
の

困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
で
す
。ま
た
、社
員
を
は
じ
め
、お
客

様
、協
力
会
社
、金
融
機
関
な
ど

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

様
の
お
か
げ
で
す
。60
周
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
は
”原
点

回
帰“
を
掲
げ
て
、全
社
員
に
徹

底
し
て
い
ま
す
。原
点
回
帰
と

は
全
社
員
が
創
業
の
精
神
に
立

ち
返
り
、初
心
を
忘
れ
ず
に
あ

る
べ
き
姿
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
で
す
。例
え
ば
、東
日
本
大
震

災
、関
東
・
東
北
豪
雨
、熊
本
地

震
な
ど
の
災
害
か
ら
皆
さ
ん
の

生
命
や
財
産
を
守
っ
た
り
、北

海
道
新
幹
線
や
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
建
設
に
よ
り
快
適
な
生

活
を
作
り
出
す
こ
と
な
ど
で

す
。基
本
に
還
り
、グ
ル
ー
プ
の

強
み
を
生
か
す
こ
と
で
未
来
を

創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岐阜県岐阜市香蘭1-1　TEL：058-255-3345
http://www.showa-con.co.jp/shoji/ 

昭和商事株式会社 昭和コンクリート工業
株式会社

昭和コンクリート工業
グループ

永
年
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
と
商
社
機
能
で

地
元
に
貢
献

60
周
年
を

迎
え
た
総
合

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ー
カ
ー

100年企業を目指し、未来への挑戦を続ける

常
務
取
締
役 

五
島 

博
美 

さ
ん

代
表
取
締
役
社
長

村
瀬 

大
一
郎 

さ
ん

会
長村

瀬 

恒
治 

さ
ん【会社概要】

本社所在地
連 絡 先
ホームページ
創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数
売 上 高

岐阜県岐阜市香蘭1丁目1番地
TEL：058-255-3333 ・FAX：058-255-3330
 http://www.showa-con.co.jp
昭和29年7月10日（西暦1954年）
昭和31年2月11日（西暦1956年）
1億円
661名（グループ全体875名）（※平成28年3月1日現在）
単体：230億円・グループ連結：280億円（※平成27年3月期）
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昭和コンクリート工業グループ 100年企業を目指し、未来への挑戦を続ける

駐
車
場
の
芝
生
が
枯
れ
な
い「
タ
フ
グ
リ
ー
ン
」

　
昭
和
造
園
土
木
が
展
開
す
る
業
務
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

日
比　

当
社
は
3
つ
の
柱
で
業
務
を
展
開
し
て
い
ま
す
。1
つ

目
は
個
人
や
公
共
施
設
の
設
計
・
施
工
・
管
理
業
務
。2
つ
目
は

指
定
管
理
業
務
。3
つ
目
は
環
境
関
連
商
品
の
製
造
販
売
と
施

工
で
す
。1
つ
目
に
つ
い
て
は
、JR
岐
阜
駅
前
整
備
工
事
や
北

方
町
1
2
0
周
年
記
念
公
園
整
備
工
事
な
ど
様
々
な
業
務
を

手
掛
け
て
い
ま
す
が
、最
近
は
自
社
開
発
し
た「
タ
フ
グ
リ
ー

ン
」の
普
及
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。芝

生
の
駐
車
場
の
芝
生

が
枯
れ
て
土
に
な
っ

て
い
る
姿
を
街
で
見

か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
従
来

の
樹
脂
製
保
護
材
の

厚
さ
が
7.5
㎝
し
か
な

く
芝
生
の
生
育
が
悪

か
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら

れ
ま
し
た
。そ
こ
で

当
社
で
は
芝
生
が
育

つ
の
に
必
要
な
土
の

厚
さ
15
㎝
を
確
保
し

た
樹
脂
製
保
護
材
を
開
発
。す
で
に
1
万
㎡
の
実
績
を
超
え
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
施
設
づ
く
り

　
2
つ
目
は
い
か
が
で
す
か
？

日
比　

2
つ
目
に
つ
い
て
は
、現
在
、「
岐
阜
市
畜
産
セ
ン
タ
ー

公
園
」「
岐
阜
市
北
西
部
運
動
公
園
」「
岐
阜
県
百
年
公
園
」を
管

理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

H
A
C
C
P
農
場
の
認
証
を
受
け
た
り
、ド
ッ
グ
ラ
ン
を
開

設
。0
歳
の
お
子
様
か
ら
楽
し
め
る
ぴ
よ
ぴ
よ
コ
ン
サ
ー
ト
は

毎
回
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
す
。百
年
公
園
で
も
昨

年
、公
園
で
拾
っ
た
ど
ん
ぐ
り
や
枯
れ
た
蔓
な
ど
を
使
っ
た
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
を
実
施
し
、大
好
評
で
し
た
。

自
然
と
共
生
す
る
環
境
商
品
を
独
自
で
開
発

　
3
つ
目
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
比　

3
つ
目
に
つ
い
て
は
、4
年

ほ
ど
前
に
開
発
し
た
、剪
定
枝
に

土
と
自
然
素
材
を
ブ
レ
ン
ド
し
て

開
発
し
た
防
草
用
ク
レ
イ
チ
ッ
プ

の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

道
路
法
面
に
施
工
す
る
こ
と
で
高

い
防
草
効
果
を
発
揮
す
る
ほ
か
、

柔
ら
か
な
見
た
目
と
畜
水
力
に
よ

り
、夏
は
た
め
込
ん
だ
水
分
を
放
出
し
、ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

を
抑
制
。お
子
さ
ん
た
ち
が
遊
ぶ
園
路
で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。岐
阜
県
の
リ
サ
イ
ク
ル
認
定
も
受
け
た
環
境
商
品
ク
レ
イ

チ
ッ
プ
は
、す
で
に
1
万
㎡
近
い
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

豊
富
な
実
践
経
験
か
ら
来
る
対
応
力
が
信
頼
を

集
め
る

　
3
本
柱
を
中
心
に
し
た
業
務
を
展
開
す
る
う
え
で
、

昭
和
造
園
土
木
の
強
み
を
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
感
じ
て
い

ま
す
か
？

日
比　

豊
富
な
実
践
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
企
画
力
、対
応

力
、技
術
力
の
高
さ
は
当
社
に
と
っ
て
大
き
な
強
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。新
入
社
員
に
は
、秋
の
剪
定
に
も
行
っ
て
も
ら
い
ま
す

し
、一
通
り
木
に
ふ
れ
さ
せ
る
教
育
を
し
て
い
ま
す
。十
分
に
実

践
を
積
ま
せ
た
う
え
で
、監
督
業
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
か

ら
、社
員
の
対
応
力
に
は
自
負
が
あ
り
ま
す
。築
庭
を
実
施
す

る
際
、あ
ら
か
じ
め
図
面
は
用
意
さ
れ
ま
す
が
、現
場
に
植
え

て
い
く
花
や
樹
木
は
自
然
物
で
す
。図
面
上
で
指
示
さ
れ
て
い

る
花
や
樹
木
を
植
え
る
の
が
本
当
に
適
正
か
ど
う
か
見
極
め

る
こ
と
で
美
し
い
景
を
形
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
村
瀬
社
長
を
は
じ
め
、3
人
の
責
任
者
の
方
か
ら
各
事

業
に
対
す
る
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
成

長
を
期
待
し
て
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岐阜県岐阜市雛倉794-1　TEL：058-239-9245
http://www.showa-con.co.jp/zoen/

昭和造園土木株式会社

企
画
力
、対
応
力
、技
術
力
の

高
さ
を
武
器
に

3
本
柱
の
業
務
展
開

常
務
取
締
役

日
比 

真
一 

さ
ん

”ま
ち
の
旅
行
屋
さ
ん“
と
し
て
地
域
に
根
差
し

た
サ
ー
ビ
ス

　
シ
ョ
ー
ワ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
歴
史
を
簡
単
に
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

北
川　

昭
和
61
年
に
中
国
・
杭
州
初
の
日
中
合
弁
ホ
テ
ル
で
あ

る
杭
州
友
好
飯
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。ホ
テ
ル
と
い
う

受
け
皿
を
出
資
し
て
作
っ
た
こ
と
も
あ
り
、自
社
で
ト
ラ
ベ
ル

部
門
を
持
と
う
と
い
う
こ
と
で
、昭
和
商
事
内
の
ト
ラ
ベ
ル
部

門
と
し
て
昭
和
60
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。”ま
ち
の
旅
行
屋

さ
ん“
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、地
域
に
根
差

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。一

方
で
、旅
行
業
は
ラ

イ
セ
ン
ス
制
で
、当

社
は
海
外
の
募
集
型

企
画
旅
行
を
含
め
た

旅
行
契
約
を
取
り
扱

う
こ
と
が
で
き
る
第

一
種
の
認
定
を
受
け

て
い
ま
す
。イ
ン
ハ

ウ
ス（
企
業
内
旅
行

代
理
店
）で
第
一
種

に
登
録
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
は
稀
な
ケ
ー

ス
で
、誇
り
に
で
き
る
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

細
や
か
な
心
配
り
で
団
体
旅
行
の
取
り
扱
い
に
高

い
実
績

　
現
在
の
主
な
業
務
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

北
川　

団
体
旅
行
の
取
扱
が
62
％
、海
外
格
安
航
空
券
の
販
売

と
個
人
旅
行
の
取
扱
が
38
％
と
い
う
の
が
現
在
の
売
上
構
成

で
す
。団
体
旅
行
に
つ
い
て
は
、創
業
当
初
か
ら
30
年
近
く
に

わ
た
り
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
が
数
多
く
あ
り
、感

謝
す
る
と
と
も
に
、長
く
ご
愛
顧
い
た
だ
け
る
旅
行
会
社
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
お
考
え
で
す
か
？

北
川　

今
後
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
獲
得
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。昨
年
７
月
に
県
の
訪
問

団
の
一
員
と
し
て
、ベ
ト
ナ
ム
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問
し
、商
談

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
成
果
か
、最
近
見
積
依
頼
も
届

く
よ
う
に
な
り
、手
ご
た
え
を
感
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
F
B
で
積
極
的
に
情
報
発
信

　
企
画
内
容
は
岐
阜
県
の
紹
介
が
中
心
に
な
る
の
で
す

か
？

北
川　

初
め
て
日
本
を
訪
れ
る
方
も
多
い
の
で
、岐
阜
県
だ
け

で
企
画
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。東
京
・
大
阪
、富
士

山
は
や
は
り
欠
か
せ
ま
せ

ん
。そ
の
中
で
、県
内
で
は

白
川
郷
や
高
山
を
セ
ッ
ト

に
し
て
い
ま
す
。た
だ
、県

内
に
は
優
れ
た
観
光
資
源

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か

ら
、２
度
目
、３
度
目
の
旅

行
者
に
向
け
て
は
、美
濃
和

紙
や
関
の
刃
物
、郡
上
八

幡
の
食
品
サ
ン
プ
ル
を
は

じ
め
紹
介
し
た
い
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。毎

月
、海
外
に
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
を
配
信
し
て
い
ま
す

し
、２
月
か
ら
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

積
極
的
に
情
報
発
信
を
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
は
ア
ジ
ア
を
想

定
し
て
い
る
の
で
す

か
？

北
川　

ベ
ト
ナ
ム
人
の
社
員
を
2
名
採
用
し
、ベ
ト
ナ
ム
に
力

を
入
れ
、県
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、さ
ら
に
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、タ
イ
な
ど
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ
を
主
体
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岐阜県岐阜市香蘭1-1　TEL：058-255-3367
http://www.showa-con.co.jp/shoji/

ショーワトラベルサービス

ア
ジ
ア
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

県
内
に
呼
び
込
む

営
業
業
務
課
課
長 

北
川 

多
美
子 

さ
ん
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　平成28年1月24日、新館開館20
周年を迎えた県図書館の名誉館長
に、俳優の紺野美沙子さんが就任い
たしました。

　私は、大学生の頃、レポート作成のために県図書館
に通っていました。資料や本の多さが魅力でした。ま
た、息抜きや単に本が読みたいなと思った時には町の
図書館を、調べ物やレポート作成時には県図書館と、
使い分けていました。就職した今では、仕事に関した
会計関係の本を探すようになり、改めて専門書の豊富
さがよく分かりました。仕事帰りに寄りますので、夜8時
まで開館しているのもありがたいです。

「岐阜のひとづくり、ものづくり、まちづくりを支えます」
岐阜県図書館の運営方針（平成26年度～平成30年度）

ご利用方法
一例をご紹介します【　　　　　　 】 様々なサービス【　　　　　　】

社会人優先席を活用

社会人１年目の
若者

1
図書館司書が、皆さんの調査、研究に必要な本の紹介を
したり、本を探すお手伝いをしたりするサービスです。
インターネットでは、検索キーワードが曖昧なものであれ
ば、欲しい情報にたどりつかないことも。司書は対話の中
から、利用者が欲している情報を探り出していきます。対話
だからこそたどりつける情報がここにはあります。

返却時にご来館いただかなくても、
岐阜県図書館で借りられた本を、西
濃・中濃・可茂・東濃・飛騨地区の
図書館で返却できます。
（一部できない図書館もあります）

お一人お一人がご自宅で、県図書館内の端末で、行うことがで
きる、利用状況照会サービスです。次のサービスがあります。

１ 貸出中の本や資料に予約をすることができます。　
２ 今借りている本や資料について何が何冊（いくつ）あるのかが分かります。
３ あらかじめ設定したキーワードに合致する新着図書をメールでお知らせします。 
など

調査研究のため、図書館
の資料を使ってグループ
討論やグループ学習など
をするときに利用できる
部屋が２室あります。

岐阜県図書館を使い尽くす！岐阜県図書館を使い尽くす！

〒500-8368  岐阜市宇佐 4-2-1 
TEL. 058-275-5111  FAX. 058-275-5115
http://www.library.pref.gifu.lg.jp/ 
 library@library.pref.gifu.jp
【休館日】
月曜日（祝日の場合は翌日） 毎月最終金曜日
【開館時間】
平日／午前 10 時～午後 8時
土日祝／午前 10 時～午後 6時

レファレンスサービス

遠隔地返却サービス
お近くの図書館にお探しの図書が
ない場合、全国の図書館から所蔵
している図書館を探して、そこから
借りて利用することができます。
（相手館の事情により借りられない場合もあります）

相互貸借サービス

部屋貸出サービス

利用状況照会サービス（Ｍｙライブラリサービス）

距 離
や 時 間 を 短 縮

「Ｍｙライブラリ」とは

岐阜県図書館は、2015年、新館開館20周年を迎え、「情報共有・発信型図書館」　 としてリニューアルを進めています。
100万冊の蔵書、15万点を超える地図資料があり県の中核図書館として、県内市町村　　図書館を支援する同図書館のサービスや利用方法をご紹介します。

就任あいさつに臨む名誉館長

行政研究室

１階／閲覧室社会人優先席

　私は、長年地元の神社の掃除をしていますが、神社
の由来は知らないままでした。ふと気になり、県図書館
の2階の郷土カウンターで司書さんに調べることがで
きるかと聞いてみると、いろいろな本を出してきてく
れ、ついには江戸時代にまで遡り、由来がわかりまし
た。長年の疑問が解けて、すっきりしました。２階には、
岐阜県に関した本がたくさんあるのですね。驚きまし
た。

郷土レファレンス
を活用

７０代男性
2

2階／郷土カウンター（第３カウンター）

　私は、これまでも図書館を使っていましたが、赤ちゃ
んが生まれたので、しばらくは行けないなと思ってい
ました。けれども、県図書館に託児サービスがあること
を知って、早速利用しました。保育士等の免許をもって
みえる方が預かってくださり、とても安心しました。育
児関連の本が集めてある子育てコーナーで、ゆっくり
離乳食や子どもの病気についての本を探せました。

20代主婦
3

1階／おはなし室（託児の風景）

　昔父親に買ってもらった絵本で失くしてしまったも
のがあり、題名も忘れてしまいました。もう二度と出会
えないのかとあきらめていましたが、児童カウンター
で司書さんに記憶をたどりながらたずねてみると、
「きっと、これですね」と書庫から出して来てくれまし
た。あやふやな記憶の断片から本を見つけてくれるな
んて、感激しました。インターネットではきっと探せな
かったと思います。司書さん、ありがとう。

女性会社員
4

１階／児童コーナー

　家業の工務店で、広告を作ることになりました。印刷
業者にお願いすることも考えましたが、少しくらいは自
分でもわからなければと、ネットを検索していると、気に
なるデザインの本を見つけました。しかし、値段が高く手
が出ません。その本が県図書館にあることを知った時は
うれしかったです。その本以外にも、高そうな本や、難し
そうな専門書がたくさんありました。デザインの事例や
解説をたくさん見ることができ、大変参考になりました。デザイン情報を活用

自営業
5

豊富な専門書

託児サービス
を活用

児童レファレンス
を活用
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World
Champion

Special Interview

田
中
恒
成

昨年5月、岐阜県多治見市出身の田中恒成選手は日本最速となるプロ5戦目でWBO世界ミニマム級王座　　の奪取に成功。そして大みそかには、見事なボディーブローで6回KOに下し、初防衛に成功しました。
激闘を終えた現在の状況や今後の展望について、SOUL BOX畑中ボクシ 　　ングジムを訪ねて、田中チャンピオン、畑中会長に伺ってみました。

K
O
パ
ン
チ
は
会
長
直
伝
の
レ
バ
ー
ブ
ロ
ー

　
　

ま
ず
、
初
防
衛
戦
を
振
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。
テ

レ
ビ
観
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
ラ
ウ
ン
ド
に
は
ダ
ウ

ン
を
喫
し
て
、
正
直
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
見
て
い
ま
し
た
。

田
中　

僕
も
ハ
ラ
ハ
ラ
で
し
た(

笑)

。
ダ
ウ
ン
は
気
づ
い
た

ら
倒
れ
て
い
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の
ダ

ウ
ン
で
し
た
か
ら
正
直
焦
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、
立
っ
た
時
、

そ
こ
ま
で
の
ダ
メ
ー
ジ
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
だ
イ
ケ
る

と
思
っ
て
、
そ
こ
か
ら
は
比
較
的
落
ち
着
い
て
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　
　

逆
に
6
ラ
ウ
ン
ド
は
見
事
に
ダ
ウ
ン
を
奪

い
返
し
て
、
鮮
や
か
な
K
O
勝
ち
に
な
り
ま
し

た
。
相
手
は
ボ
デ
ィ
ー
が
効
い
て
い
た
の
で
す

か
？

田
中　

嫌
が
っ
て
は
い
ま
し
た
ね
。
ポ
イ
ン
ト
的
に

は
一
方
的
で
し
た
が
、
4
ラ
ウ
ン
ド
ぐ
ら
い
か
ら
い

い
雰
囲
気
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
5
ラ
ウ
ン
ド

も
、
い
い
感
じ
で
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
ダ
ウ
ン
を

も
ら
っ
て
振
出
し
に
戻
り
ま
し
た
。
6
ラ
ウ
ン
ド
は

ボ
デ
ィ
ー
を
嫌
が
っ
て
い
た
の
と
同
時
に
、
相
手
は

有
利
な
状
況
で
し
た
か
ら
、
手
数
が
と
て
も
多
か
っ

た
で
す
。
力
を
込
め
た
パ
ン
チ
も
た
く
さ
ん
繰
り
出
し
て
き
て

い
て
、
息
遣
い
も
多
少
落
ち
て
き
て
い
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
的

に
は
ヤ
バ
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
巻
き
返
せ
る
と
い
う

思
い
は
あ
り
ま
し
た
。

　
　

ダ
ウ
ン
を
奪
っ
た
の
は
、
見
事
な
レ
バ
ー
ブ
ロ
ー

で
し
た
が
、
手
ご
た
え
は
あ
り
ま
し
た
か
？

田
中　

あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
あ
の
1
発
で
終
わ
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
右
ア
ッ
パ
ー
、
左
ボ
デ
ィ
ー
の
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
倒
し
た
の
で
す
が
、
あ
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
会

長
直
伝
で
す
。
ジ
ム
に
入
っ
て
間
も
な
い
頃
、
相
手
が
い
な
く

て
会
長
に
ス
パ
ー
リ
ン
グ
の
相
手
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す

が
、
見
事
に
倒
さ
れ
ま
し
た
。

畑
中　

恒
成
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
の
話
で
す
け
ど
ね(

笑)

。

点
滴
の
み
で
挑
ん
だ
試
合
。

今
後
も
続
く
減
量
と
の
闘
い

　
　

結
果
的
に
は
ワ
ン
パ
ン
チ
で
の

鮮
烈
な
K
O
防
衛
で
し
た
が
、
試
合

前
に
描
い
て
い
た
プ
ラ
ン
通
り
の
試

合
運
び
に
は
な
ら
な
か
っ
た
部
分
も

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

畑
中　

試
合
中
も
ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま
し
た
が
、
実
際
は
試
合
前
か

ら
ウ
ェ
イ
ト
面
で
厳
し
か
っ
た
部
分
は
あ
り
ま
す
。
正
直
言
う

と
、
軽
量
後
は
点
滴
だ
け
。
食
事
を
ま
っ
た
く
受
け
付
け
ず
、

手
足
も
し
び
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
的
に

は
相
当
き
つ
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

田
中　

試
合
以
前
に
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
作
り
に
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
自
己
責
任
で
す
か
ら
、
そ
れ
も
含
め
て
実
力

は
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

点
滴
だ
け
で
十
分
な
栄
養
も
補
給
で
き
な
い
中
で

の
ワ
ン
パ
ン
チ
K
O
。
し
か
も
、
ダ
ウ
ン
を
挽
回
し
て

の
逆
転
K
O
で
す
か
ら
、
並
外
れ
た
精
神
力
と
パ
ン
チ

力
で
す
ね
。

田
中　

い
や
、
結
果
が
よ
か
っ
た
だ
け
で
、
内
容
的
に
は
ま
っ

た
く
褒
め
ら
れ
た
話
で
は
な
い
で
す
。

ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
も
通
過
点
。
将
来
の
目
標

は
5
階
級
制
覇

　
　

や
は
り
減
量
が
相
当
き
つ
い
よ
う
で
、
今
回
、
タ

イ
ト
ル
を
返
上
し
て
、
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
に
階
級
を
上

げ
ま
し
た
が
、普
段
の
体
重
は
何
㎏
ぐ
ら
い
な
の
で
し
ょ

う
か
？

畑
中　

ミ
ニ
マ
ム
は
さ
す
が
に
限
界
で
す
ね
。
た
だ
、
ラ
イ
ト

フ
ラ
イ
も
1
年
ち
ょ
っ
と
の
話
で
し
ょ
う
。

田
中　

普
段
の
体
重
は
58
㎏
ぐ
ら
い
で
す
。
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
で

も
、
減
量
は
キ
ツ
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

58
㎏
か
ら
ミ
ニ
マ
ム
だ
と
4
7.
6
2
㎏
以
下
、ラ

イ
ト
フ
ラ
イ
で
も
4
8.
9
8
㎏
以
下
。
引
き
続
い
て
10

㎏
近
い
減
量
は
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
厳
し
さ
が
あ

り
ま
す
。

畑
中　

適
正
体
重
も
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
体
は

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ビ
ュ
ー
当
時
は
普
段
53
㎏
ぐ
ら
い

で
し
た
が
、
本
人
が
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
、
一
回
り
大
き
な
体
を
作
り

ま
し
た
。

田
中　

は
っ
き
り
い
う
と
、
ボ
ク
シ
ン
グ
は
試
合
に
向
け

て
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
な
っ
て
い
く
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

悪
く
な
り
な
が
ら
も
、
軽
量
が
終
わ
っ
て
ご
飯
を
食
べ
て
、

ど
こ
ま
で
よ
い
状
態
に
回
復
で
き
る
か
で
す
。ミ
ニ
マ
ム
で
は
、

そ
れ
が
明
ら
か
に
無
理
で
す
。
現
時
点
で
は
フ
ラ
イ
級
ぐ
ら
い

が
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
キ
ャ
リ
ア
も
浅
い
で
す
か
ら
、

1
つ
ず
つ
階
級
を
上
げ
て
、
将
来
は
5
階
級
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

5
階
級
と
は
す
ご
い
目
標
で
す
ね
。
夢
の
実
現
に

向
け
た
今
後
の
挑
戦
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

畑
中　

成
長
を
見
な
が
ら
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
順
番
に
コ
レ
ク
ト
し
て
い
く
と
、
5
階
級
ぐ
ら
い
行

く
と
思
い
ま
す
よ
。
恒
成
は
中
部
の
ボ
ク
シ
ン
グ
界
を
10
年
近

く
は
引
っ
張
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
存
在
で
す
か
ら
。

田
中　

不
可
能
に
近
い
で
す
け
ど
ね(

笑)

。
実
際
は
、
2
階

級
も
そ
ん
な
に
甘
い
も
の
で
は
な
い
で
す
。

最
強
よ
り
最
高
と
言
わ
れ
る
ボ
ク
サ
ー
に

　
　

試
合
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
様
々
な
祝
勝
会
な
ど
、

実
に
堂
々
と
し
た
受
け
答
え
、
話
し
方
が
印
象
的
で
す

が
、
緊
張
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
？

田
中　

な
い
で
す
。
試
合
直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
僕
の
時

間
で
す
か
ら
。
た
だ
、
試
合
が
決
ま
っ
て
か
ら
試
合
開
始
の
ゴ

ン
グ
が
鳴
る
瞬
間
ま
で
は
緊
張
し
ま
す
。
緊
張
と
い
う
よ
り
恐

怖
の
方
が
多
い
で
す
ね
。
ボ
ク
シ
ン
グ
は
殴
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
が
、
殴
ら
れ
る
こ
と
へ
の
恐
怖
は
な
い
で
す
。
た
だ
1
発

の
パ
ン
チ
で
す
べ
て
が
崩
れ
去
る
の
が
ボ
ク
シ
ン
グ
で
す
。
負

け
た
時
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
恐
怖
は
大
き
い
で
す
。

　
　

そ
の
意
味
で
は
、
無
敗
の
ま
ま
引
退
が
理
想
で
す

か
？田

中　

そ
ん
な
究
極
的
な
こ
と
を
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
最
強
よ
り
最
高
と
い
わ
れ
る
ボ
ク
サ
ー
に
な
り
た
い

で
す
。
た
だ
、「
こ
の
試
合
に
負
け
て
も
次
の
試
合
が
あ
る
」

と
い
う
ボ
ク
サ
ー
に
は
な
り
ま
せ
ん
。「
こ
の
試
合
で
負

け
た
ら
終
わ
り
だ
」
と
い
う
気
持
ち
で
常
に
臨
み
ま
す
。

結
果
負
け
た
と
し
て
、
悩
ん
で
、
苦
し
ん
で
、「
こ
の

試
合
し
か
な
か
っ
た
の
に
」
と
思
っ
た
ボ
ク
サ
ー
に

し
か
、
次
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
目
の
前
の
試

合
し
か
見
て
い
な
い
で
す
。

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ラ

イ
ト
フ
ラ
イ
級
に
階
級
を
上
げ
て
、
さ

ら
な
る
成
長
を
遂
げ
た
田
中
選
手
の

戦
い
ぶ
り
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

※

平
成
28
年
5
月
28
日
に
ラ
イ
ト
フ
ラ

イ
級
で
の
ノ
ン
タ
イ
ト
ル
戦
が
名
古

屋
国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

SOUL BOX畑中ボクシングジム
名古屋市北区上飯田西町2-30-2
TEL／052-911-2169（17：00～21：00）
田中恒成後援会事務局
春日井市神領町3-3-7　㈱ジップ内
TEL／0568-37-2063（9：00～17：00）
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【問い合わせ】
株式会社　鵜舞屋
岐阜市東鶉1丁目1番地
TEL.058-274-0141（代）
フリーダイヤル.0120-35-1545
http://www.umaiya.co.jp
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日
本
の
食
文
化
を
守
る
こ
と
と
も
に
、鵜
舞
屋

は
地
域
に
根
差
し
た
企
業
と
し
て
、地
域
と
の
つ

な
が
り
も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

髙
森　

創
業
以
来
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
商
売
を
続

け
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、ひ
と
え
に
岐
阜
県

の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。地
域
に
支
え
ら
れ
て
き
た

私
た
ち
が
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
て
、就
労
継
続
支
援
事
業
A
型
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。取
り
組
み
を
始
め
て
ま
だ
1
年
ほ
ど
で
す
が
、

よ
い
出
会
い
の
輪
が
広
が
っ
て
現
在
は
４
カ
所

の
事
業
所
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
で

す
か
？

髙
森　

商
品
の
箱
詰
め
で
す
。正

直
、最
初
は
半
信
半
疑
な
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
。で
も
障
が
い
者

の
方
た
ち
は
丁
寧
で
ス
ピ
ー
ド
の

速
い
作
業
を
し
て
頂
け
ま
す
。他
の

仕
事
を
入
れ
ら
れ
る
と
困
る
の
で
、

仕
事
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
、こ
ち

ら
が
あ
お
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す（
笑
）。

と
て
も
し
っ
か
り
し
た
仕
事
を
し
て
く
れ

て
、今
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
か
ら
、も
ち

ろ
ん
賃
金
も
一
般
の
内
職
を
さ
れ
て
い
る
方
々
と
同

じ
で
す
。

　
そ
れ
ほ
ど
の
存
在
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、こ

れ
ま
で
人
手
不
足
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
か
？

髙
森　

は
い
。共
働
き
が
増
え
て
、内
職
を
や
る
人

が
減
っ
て
、人
員
の
確
保
が
難
し
い
と
感
じ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、働
け
る
人
員
は
、ま
だ
た
く
さ

ん
い
ま
す
し
、そ
の
仕
事
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
々
が
い
ま
す
。ま
た
、事
業
所
の
方
か
ら
は
「
こ

こ
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
で
す
か
ら
。目
指
す
と
こ
ろ

は
企
業
に
雇
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。今
後
は
昆
布
巻
き
が
で
き

る
人
も
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
な
れ

ば
、当
社
で
雇
い
入
れ
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て

き
ま
す
。今
後
、県
内
で
も
就
労
継
続
支
援
事
業
A

型
に
取
り
組
む
企
業
が
少
し
で
も
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
食
べ
方
に
も
新
し
い
提
案
が
必
要
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

髙
森　

は
い
。伝
統
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、発
想
の
柔

軟
性
に
欠
け
て
い
た
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。海
外

展
開
を
視
野
に
入
れ
る
中
で
、ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し

ま
し
た
。そ
も
そ
も
、つ
く
だ
煮
と
い
う
食
文
化
が
な

い
中
で
、つ
く
だ
煮
は
ご
飯
に
乗
せ
て
食
べ
る
も
の

で
す
と
一
方
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
、売
れ
る
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。改
め
て
国
内
販
売
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、「
つ
く
だ
煮
と
は
、こ
う
い
う
も
の
で
す
」と

い
っ
て
売
り
つ
け
て
い
た
部
分
が
、ど
こ
か
に
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。現
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い

な
い
部
分
は
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
の
方
向
性
と
し
て
、食
の
健
康
に
と
こ
と

ん
こ
だ
わ
っ
た
商
品
を
開
発
し
て
い
き
た
い
で
す
。

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
、ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
が
、砂
糖
、塩
、

し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
調
味
料
の
段
階
ま
で
一
度
戻
っ
て

み
る
。調
味
料
に
も
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。食

の
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
商
品
開
発
は
す
で
に
試

作
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。必
要
と
さ
れ
る
も
の
を

し
っ
か
り
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、つ
く
だ
煮
業
界

は
今
後
ア
ッ
プ
ト
レ
ン
ド
に
な
る
は
ず
だ
と
自
信
を

持
っ
て
い
ま
す
。つ
く
だ
煮
は
日
本
の
ひ
と
つ
の
食

文
化
で
す
。日
本
人
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ず
っ
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
大
切
な
食
文
化
を
次
の
世
代
に
伝
え
て

い
く
こ
と
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
使
命
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
つ
く
だ
煮
の
消
費
量
が
落
ち
て
い
る
中
で
、鵜

舞
屋
は
好
業
績
を
維
持
し
て
い
ま
す
。何
か
他
社

と
違
っ
た
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

髙
森　

長
年
の
お
客
様
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。た
だ
、危
機
感
は
大
き
い
で
す
。

若
い
層
が
つ
く
だ
煮
離
れ
を
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る

中
、ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
を
開
発
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。主
食
が
米
以
外
の
パ
ン
や
パ
ス

タ
な
ど
多
様
化
を
見
せ
る
中
で
、”つ
く
だ
煮
は
ご
飯

に
乗
せ
て
食
べ
る
も
の
で
す“
と
い
う
凝
り
固
ま
っ
た

考
え
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
パ
ス
タ
に
乗

せ
て
も
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
よ
」「
サ
ラ
ダ
に
合

わ
せ
る
と
味
に
変
化
が
出
ま
す
よ
」「
肉
に
乗
せ
れ

ば
、和
テ
イ
ス
ト
の
肉
料
理
が
で
き
ま
す
」と
い
っ
た

食
べ
方
の
提
案
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
つ
く
だ
煮
＝
ご
飯
と
い
う
旧
来
の
考
え
方
か

ら
い
か
に
抜
け
出
す
か
。そ
こ
に
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

髙
森　

は
い
。例
え
ば
、居
酒
屋
に
行
く
と
メ
ニ
ュ
ー

の
中
に
漬
物
の
盛
り
合
わ
せ
は
あ
り
ま
す
が
、つ
く

だ
煮
は
あ
り
ま
せ
ん
。若
い
方
も
漬
物
は
食
べ
て
い

る
わ
け
で
す
。つ
く
だ
煮
も
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
れ
ば
、「
あ

れ
っ
？  

つ
く
だ
煮
っ
て
こ
ん
な
に
お
い
し
か
っ
た
ん

だ
」と
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
は
ず
な
の
で
す
が
、残
念

な
が
ら
そ
の
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
。様
々
な
シ
ー

ン
で
つ
く
だ
煮
を
食
べ
て
い
た
だ
け
る
活
動
も
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　江戸時代に東京・佃島で製造されたことに由来するといわれる、つくだ
煮。当初は保存食として普及し、日本の食卓には欠かせない食べ物として身
近な存在でしたが、近年は食生活の変化もあり、消費量が減少しています。
そんな中でも、明治10年の創業以来、＂完全手造り＂にこだわり、「美味し
いモノを創る」という変わらない姿勢で多くのファンを魅了し続けているの
が株式会社鵜舞屋です。つくだ煮の未来、会社の今後の展望などについて髙
森幹啓代表取締役社長に伺ってみました。

代
表
取
締
役 

社
長 

髙
森 

幹
啓 

さ
ん

つ
く
だ
煮
＝
ご
飯
で
は
な
い

新
し
い
食
べ
方
の
提
案

就
労
支
援
で
つ
な
が
っ
た

A
型
事
業
所
は

今
や
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に

技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、

将
来
は
自
立
し
た
暮
ら
し
を

可
能
性
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
で

大
切
な
日
本
の
食
文
化
を
守
る

の

健
康
を

テ
ー
マ
に

ニ
ー
ズ
に
合
った

商
品
を
開
発
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2015年4月に大垣市のソフトピアジャパン地区に移転した情報科学芸術大学院大学（通称IAMAS）。
今年で創立20周年を迎えたIAMASは、早くから地域との連携を意識した活動を行っています。
知る人ぞ知る、情報科学芸術大学院大学の取組について、吉田茂樹学長や在校生にお話を伺いました。

【お問い合わせ】

情報科学芸術大学院大学［IAMAS］事務局

岐阜県大垣市加賀野4丁目1番地7

電話 0584-75-6600

「根尾コ・クリエイション」に参加する後藤良太さん （修士2年）在校生

  インタビュ
ー 在校生

  インタビュ
ー 「福祉の技術プロジェクト」に参加する篠田幸雄さん （修士2年）

篠田さんは社会人を経て入学されていますね。
なぜIAMASに進学されたのですか？
　　　自分はこれから先何をしたいのか、そん
なことを考えさせるいくつかのきっかけがあ
り、既存メーカーではできないようなモノ作り
をしたく、定年を少し早める形で退職して入学
しました。

「福祉の技術プロジェクト」での
研究内容を教えてください。
　　　私は、特別支援学校の先生方の教材自
作において、デジタルファブリケーション（DF）
技術の適用による効果の検証と、その導入を早
める方法を研究しています。

IAMASならではと言える
部分はどこでしょう。
　　　IAMASが持つDF技術を教材自作に応
用できる点ですね。また、ワークショップ開催な
ど特別支援学校の先生方とのコミュニティ作り
も目指しており、モノ作りだけでないコト作りが
IAMASらしいと感じています。

今後の展望をお聞かせください。
　　　いずれDF技術が教材作りに普通に使わ
れるようになると思っていますが、それを早め
る触媒となるのが私の活動です。その結果とし
て、生徒の学習効果が上がることに少しでも繋
がることを願っています。

吉田茂樹 学長

後藤さんはなぜIAMASに進学されたのですか？
　　　県外の大学で勉強した4年間は、情報工
学を学ぶ傍ら、コミュニティ活動に関わってい
ました。その経験の中から、情報技術を生かし
て地元岐阜について考えたいとの思いが生ま
れ、領域を横断した研究活動ができるIAMAS
に進学しました。

「根尾コ・クリエイション」での
研究内容を教えてください。
　　　本巣市根尾地区をフィールドとし、地域
内外の人が交流を持ち、協働することで今後の
私たちの暮らしのあり方を研究しています。その
中で私は、新しい庭づくりを通じて地域コミュニ

ティにおけるライフスタイルの研究をしています。

後藤さんは過疎地域をどう見てますか？
　　　消費社会とは切り離された良い文化が
過疎地域には残っているように思えます。その
文化を捉え直すことは、まさに今後の生き方を
指し示し、考えることになると思っています。

今後の目標をお聞かせください。
　　　将来への様々な不安がある中で、今後
どう生きることが出来るのかを考えられるよう
になることが目標です。自分のいる場所に問い
や意識を持ち生活することを、地域コミュニ
ティの空間から生み出していきたいです。

後藤

篠田 篠田

篠田

篠田

後藤

後藤

後藤

I
A
M
A
S
と
は
ど
ん
な
学
校
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　「
先
端
的
技
術
と
芸
術
的
創
造
の
融
合
」

を
掲
げ
、新
た
な
表
現
者
を
育
成
す
る
岐
阜
県

立
の
大
学
院
大
学
で
す
。

英
語
表
示
の 

I
n
s
t
i
t
u
t
e  

o
f 

A
d
v
a
n
c
e
d   

M
e
d
i
a   

A
r
t
s 

a
n
d  

S
c
i
e
n
c
e
s
の
頭
文
字
を
と
っ
て

I
A
M
A
S（
イ
ア
マ
ス
）と
呼
ん
で
い
ま
す
。

4
年
制
の
学
部
を
持
た
な
い
大
学
院
の
み
の
大

学
で
、メ
デ
ィ
ア
表
現
研
究
科
一
学
科
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
芸
術
か
ら
情
報
技
術
ま
で
幅
広
い
分
野
の
教

員
が
在
籍
し
て
お
り
、学
生
は
様
々
な
領
域
を

横
断
す
る
形
で
指
導
を
受
け
な
が
ら
、修
士
号

の
修
得
を
目
指
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
、も
の
づ
く
り
な
ど
の

分
野
な
ど
で
世
界
的
に
活
躍
す
る
人
材
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。

吉
田

ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
例
え
ば「
根
尾
コ
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」で

は
、本
巣
市
役
所
の
ご
協
力
を
得
て
、旧
根
尾
村

内
に
拠
点
を
構
え
、地
域
の
方
々
と
共
同
し
て

新
た
な
産
業
文
化
を
生
み
出
す
仕
組
み
を
研
究

し
て
い
ま
す
。

　「
福
祉
の
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、県
内
の

特
別
支
援
学
校
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
な
ど
と
連
携
し
、教
育
現
場
や
障
が
い
を
持

つ
方
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、情
報
技
術
や

デ
ザ
イ
ン
的
発
想
を
用
い
て
解
決
方
法
を
研
究

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、樽
見
鉄
道
や
長
良
川
鉄
道
と
連
携
し
、

列
車
内
を
表
現
空
間
と
し
て
捉
え
て
、D
J
や

吉
田

ど
の
よ
う
な
方
が

I
A
M
A
S
の
門
を
く
ぐ
ら
れ
る
の
で
す
か
？

　
　
　
芸
術
系
や
理
工
系
の
大
学
か
ら
進
学
す

る
場
合
が
多
い
で
す
ね
。ま
た
、社
会
人
を
経
験

さ
れ
て
か
ら
入
学
さ
れ
る
方
が
毎
年
3
〜
4
割

程
度
を
占
め
ま
す
。出
身
地
は
首
都
圏
を
は
じ

め
全
国
に
渡
っ
て
お
り
、都
会
か
ら
若
者
を
呼
べ

る
学
校
で
あ
る
点
は
ひ
そ
か
な
誇
り
で
す
ね
。

吉
田

I
A
M
A
S
が

今
後
の
目
指
す
方
向
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
も
各
自
が
専
門
性
を
持
ち
な

が
ら
他
の
領
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
研
究
や
連

携
活
動
を
さ
ら
に
幅
広
く
推
し
進
め
ま
す
。地

域
や
社
会
の
中
の
活
動
も
よ
り
活
発
化
さ
せ
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
領
域
で
の
教
育
研
究
の
形
を

社
会
に
示
し
て
、新
し
い
文
化
や
社
会
を
創
造

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

吉
田

こ
の
と
こ
ろ
大
学
は

地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
本
学
は
県
立
の
大
学
で
あ
る
点
を
踏
ま

え
、「
産
業
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
て

早
く
か
ら
地
元
企
業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
連
携
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
の
教
育
の
特
徴
と
し
て「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う
履
修
科
目
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
は
社
会
に
接
し
、実
践
活
動
を
通
じ
て
研
究

を
行
う
科
目
で
あ
る
た
め
、活
動
フ
ィ
ー
ル
ド

は
学
外
と
な
る
場
合
が
多
く
、必
然
的
に
地
域

と
の
連
携
が
生
ま
れ
ま
す
。

吉
田

こ
こ
に
し
か
な
い
、

極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
学
校
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

で
は
修
了
後
の
進
路
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
　
　
主
に
教
育
機
関
や
文
化
施
設
、I
T
企

業
、デ
ザ
イ
ン
関
係
の
会
社
に
就
職
し
ま
す
が
、

就
職
で
は
な
く
起
業
し
た
り
作
家
に
な
る
人
も

多
い
で
す
ね
。最
近
は
地
元
に
残
っ
て
活
動
す

る
卒
業
生
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
よ
。

吉
田

学
生
は
ど
ん
な
研
究
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　
　
　
I
T
を
用
い
た
作
品
づ
く
り
を
通
じ

て
、新
た
な
芸
術
表
現
手
法
を
研
究
し
た
り
、デ

ザ
イ
ン
的
手
法
を
用
い
て
も
の
づ
く
り
や
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
研
究
を
行
う
な

ど
、非
常
に
幅
広
い
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。特

定
の
分
野
を
深
く
堀
り
下
げ
る
と
い
う
よ
り

は
、様
々
な
分
野
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
新

た
に
生
み
出
さ
れ
る
価
値
を
見
出
す
点
に
本
学

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

吉
田

音
楽
に
あ
わ
せ
て
踊
る
空
間「
ク
ラ
ブ
」を
列
車

内
に
出
現
さ
せ
た
り
、一
般
の
乗
客
が
楽
し
め

る
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
を
設
置
す
る

「
メ
デ
ィ
ア
・
地
域
・
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」な
ん

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
ん
で
す
よ
。こ
の
ほ
か

に
も
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
地
域
の
企
業
や

行
政
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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岐
阜
高
専
を
卒
業
し
て
、一
般
企
業
に
就
職
す
る
こ

と
な
く
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
仕
事
を
始
め
ら
れ
た

わ
け
で
す
が
、高
専
時
代
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
留

学
経
験
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

豊
吉　

留
学
す
る
前
は
、高
専
を
出
た
ら
進
学
す
る

か
、ど
こ
か
に
就
職
す
る
の
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
し
て
い
る
と
、

み
ん
な
が
お
お
ら
か
と
い
う
か
、の
ん
び
り
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
て
、「
あ
あ
、こ
う
い
う
生
き
方
も
あ
る

ん
だ
。自
由
に
生
き
て
も
大
丈
夫
な
ん
だ
」と
思
い
ま

し
た
。実
際
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
も
、小
さ
い
子
ど

も
が
い
る
の
に
お
父
さ
ん
が
半
年
ぐ
ら
い
の
間
に
２

回
ぐ
ら
い
転
職
し
ま
し
た
。転
職
す
る
の
は
何
か
怖

い
こ
と
の
よ
う
で
、極
端
な
話
、会
社
を
辞
め
た
ら
人

生
が
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
、も

う
少
し
緩
や
か
に
物
事
を
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

岐
阜
高
専
卒
業
後
は
、ど
の
よ
う
な
仕
事
を
始
め
ら

れ
た
の
で
す
か
？

豊
吉　

高
専
の
最
終
学
年
の
頃
か
ら
、ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
の
手
伝
い
な
ど
を
経
験
す
る
中
で
、こ
れ
な
ら
自
分

で
も
や
っ
て
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
延
長
線
上
で
、ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
す

る
代
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、登
録
事
業
者
数
も
9
万
社
を
超
え
、業
界
ナ

ン
バ
ー
1
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。現
在
の
状
況

を
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

豊
吉　
「
今
日
は
、登
録
者
が
10
人
超
え
た
よ
」と

い
っ
て
喜
ん
で
い
た
時
期
も
経
験
し
て
い
ま
す
か
ら
、

現
在
の
よ
う
に
毎
日
数
百
事
業
者
が
登
録
す
る
の
は

当
時
を
振
り
返
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、私
自
身
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
が
好
き
で
、よ
く
使
い
ま
す
か
ら
、ユ
ー
ザ
ー
の

意
見
を
反
映
し
な
が
ら
、使
い
や
す
く
、誰
に
で
も
使

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。毎
日
何
ら
か
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
さ
れ
る
よ

う
な
頻
度
で
常
に
更
新
し
て
い
ま
す
し
、そ
う
し
た

地
道
な
積
み
重
ね
の
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

豊
吉　

2
月
か
ら
業
務
ソ
フ
ト
で
ナ
ン
バ
ー
1
の
弥

生
株
式
会
社
の
子
会
社
に
な
り
ま
し
た
。弥
生
は

1
0
0
万
社
以
上
の
実
績
が
あ
り
ま
す
か
ら
、グ

ル
ー
プ
入
り
す
る
こ
と
で
、現
状
の
9
万
ユ
ー
ザ
ー
を

大
き
く
伸
ば
し
た
い
で
す
。ま
ず
は
M
i
s
o
c
a
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
と
世
の
中
に
浸
透
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
先
は
、事
業
者
間
の
取
引
を
最
適
化
し
て
い

く
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。見
積
も
り
を

し
て
、受
注
し
て
、作
業
し
て
、納
品
し
て

と
い
う
間
に
は
、メ
ー
ル
や
電
話
で
連
絡

し
た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
デ
ー
タ
を
送
る

な
ど
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。そ

こ
で
は
多
様
な
ツ
ー
ル
を
使
い
ま
す
し
、

異
な
る
仕
様
の
も
の
を
組
み
合
わ
せ
る

必
要
性
も
出
て
き
ま
す
。そ
の
部
分
を
、

M
i
s
o
c
a
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を

使
う
こ
と
で
、連
絡
が
で
き
、保
険
の
よ

う
な
も
の
が
付
い
て
い
て
安
心
し
て
取
引

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、仕
事
に
集
中

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
理
想

と
す
る
世
界
で
す
。企
業
間
、事
業
者
間

の
取
引
を
も
っ
と
簡
潔
に
で
き
る
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
豊
吉
さ
ん
が
大
き
く
変
わ
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

豊
吉　

2
0
0
6
年
頃
で
す
が
、現
在
は
東
証
一
部

に
上
場
し
て
い
る
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ス
ト
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ス

テ
ム
株
式
会
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
製
作
に
関
わ
っ

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
。上
場
に
向
け
て
会
社
が

一
丸
と
な
っ
て
成
績
を
上
げ
よ
う
と
盛
り
上
が
っ
て
い

る
現
場
で
仕
事
を
し
て
、実
際
に
上
場
し
ま
し
た
。そ

の
と
き
の
社
員
さ
ん
の
熱
量
は
す
ご
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
飛
躍
す
る
過
程
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、自
分
も
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
い
う
思
い
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。

大
き
な
刺
激
を
受
け
て
、本
格
的
に
起
業
家
マ
イ
ン

ド
が
芽
生
え
た
わ
け
で
す
が
、す
ぐ
に
会
社
設
立
と

は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

豊
吉　

は
い
。た
だ
、今
の
仕
事
を
少
し
ず
つ
大
き
く

し
て
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
の
で
は
な
く
、新
し
い
ア
イ

デ
ア
を
実
現
す
る
企
業
を
立
ち
上
げ
た
い
と
い
う
方

向
に
意
識
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、

20
代
前
半
は
仕
事
も
順
調
で
、同
級
生
よ
り
収
入
が

高
い
時
期
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、後
半
に
な
る
と
結
婚

し
て
家
庭
を
持
つ
人
も
出
始
め
、企
業
に
勤
め
た
人

た
ち
の
収
入
も
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
勉
強

す
る
こ
と
な
く
、成
長
も
し
な
い
ま
ま
進
ん
で
い
っ
た

ら
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
不
安

も
感
じ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、名
古
屋
で
I
T
の
勉

強
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。当
初
は
共
同
創
業
者
の

松
本
と
2
人
で
立
ち
上
げ
た
の
で
す
が
、最
終
的
に

は
1
0
0
人
ぐ
ら
い
の
大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
り

ま
し
た
。こ
の
経
験
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
2
0
1
1
年
に
個
人
事
業
主
を
超
え
て
、会

社
を
設
立
し
ま
し
た
。仕
事
は
す
ぐ
に
軌
道
に
乗
り

ま
し
た
か
？

豊
吉　

い
い
え
、実
は
M
i
s
o
c
a
は
、会
社
と
し
て

は
2
つ
目
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。1
つ
目
の
事
業
は
イ
ベ

ン
ト
開
催
の
支
援
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
チ
ケ
ッ
ト
販

売
を
手
掛
け
た
の
で
す
が
、軌
道
に
乗
ら
ず
、半
年
ほ

ど
で
断
念
し
ま
し
た
。開
発
機
能
の
優
先
度
や
P
R

の
面
で
未
熟
な
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
や
、競
合
サ
ー
ビ

ス
が
次
々
に
出
て
く
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
と
気
持
ち
を
切
り
替
え

ま
し
た
。た
だ
、ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
取
り
込
む
方
法
や

P
R
手
法
に
つ
い
て
学
ぶ
と
こ
ろ
も
大
き
く
、そ
れ
が

M
i
s
o
c
a
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
M
i
s
o
c
a
を
世
の
中
に
リ
リ
ー
ス
す
る

わ
け
で
す
が
、ど
う
い
う
部
分
に
多
く
の
共
感
が
得

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

豊
吉　

見
積
書
、納
品
書
、請
求
書
の
作
成
は
、私
自

身
が
個
人
事
業
主
と
し
て
7
年
ほ
ど
活
動
を
続
け
て

き
た
中
で
、非
常
に
面
倒
だ
と
思
っ

て
い
た
部
分
で
す
。大
切
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、売
り
上
げ
に
つ
な
が

る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、1
円

で
も
間
違
え
る
と
取
引
先
に
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
。そ
う
し
た
自
分
自
身

の
悩
み
や
課
題
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
開
発
し
た
の
が
よ
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。当
時
、請
求
書

を
1
通
か
ら
送
っ
て
く
れ
る
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
は
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
、な
い
の
な
ら
、自
分
た
ち

で
作
ろ
う
と
い
う
思
い
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

Chal lenge  with  smile

企業間、事業間の
取引をもっと簡潔に

若
手

業
家

起

代表取締役

［問い合わせ］
株式会社Misoca　https://info.misoca.jp/　　クラウド請求管理サービス　Misoca（ミソカ）http://www.misoca.jp/

豊吉 隆一郎さん
「
自
由
に
生
き
て
も
大
丈
夫
な
ん
だ
」

高
専
卒
業
後
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
活
動   

個
人
事
業
主
時
代
の
悩
み
や
課
題
に

基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
の
共
感
を
得
る

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
勢
い
を
現
場
で
体
感

自
分
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

使
い
や
す
く
誰
も
が
使
え
る
サ
ー
ビ
ス

目
標
は
M
i
soca
を

1
0
0
万
ユ
ー
ザ
ー
に

面倒な見積書や請求書の作成がオンラインでスマートにでき、発送、配信、管理がで
きるクラウドサービス「Misoca」を開発したのが、岐阜県出身で、株式会社Misoca
代表取締役の豊吉隆一郎さんです。IT技術で業務の効率化を図る新しいサービス
は、いかにして生まれたのか、また今後の夢についても語っていただきました。
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　美濃加茂市出身の長尾明子さんは、料理家・写真家として東京を拠点に活動を

続けています。ご自身が代表を務める会社の名前は「株式会社みのかも」。「上京し

た時、友達から『美濃加茂って素敵な響きだよね』と言われました。ずっと美濃加茂

で育ちましたから、客観的に考える機会もありませんでしたが、そう言われてみる

と、“美しい”“濃い”“加える”“茂る”。前向きな言葉が並んで、改めていいなと思いま

した」とのこと。地元・美濃加茂を誇りに感じる長尾さんの、ふるさと愛にあふれた

感性ならではの素敵なネーミングです。

キラリ
アクティブ
watching

お
い
し
い
を
き
っ
か
け
に

岐
阜
県
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

料
理
家
・
写
真
家
　
長
尾
明
子
さ
ん

ふるさと愛にあふれた活動ネーム
“minokamo”

　料理家のきっかけになっているのは、七宗町に住んでい

た今は亡き祖母との楽しくて、おいしいがいっぱい詰まった

思い出です。「おばあちゃんのところに行くと、おいしいもの

が食べられるという思いがあって、よく遊びに出かけていま

した。味ご飯はよく作ってくれました。かしわ、こんにゃく、に

んじん、ごぼうを入れて炊きこんで、仕上げにしょうがを入

れます。食べ終わった菓子箱がいつも大事に取ってあって、

その中に食べきれなかった味ご飯を入れて持たせてくれま

した。翌日は梅干を添えて、熱いお茶をかけて食べると、こ

れがまたおいしい。今のように電子レンジが普及していな

い時代の暮らしの知恵ですね。食育という言葉があります

が、当時はおばあちゃんのところに行くと、自然に学んでい

たように感じます。私のおいしい基準は、今でもその当時の

記憶からきています」。

祖母が作ってくれた
味ご飯が、
おいしいの基準

　長尾さんは、地域を訪ねて、地元の食材を生かした現代的にメニューを提案したり、地域の食材を

生かしたレシピ提案をするなど、食を通した地域PR活動を数多く手がけています。全国各地で活躍

を続けていますが、「ここ5年ほどは美濃加茂市に帰る機会が増えてきました」というように、最近はふ

るさと岐阜で活躍する場面が多くなってきました。

　3月には美濃加茂のおいしさをたっぷり味わうことのできるバスツアーもプロデュース。果樹園見

学や太田宿、木曽川散策など美濃加茂市の見どころを訪ねる旅では、長尾さんが考案した「美濃加茂釜めし」が昼食として提供されました。

　「美濃太田駅には、今も駅弁売りのおじさんが健在で、これも美濃加茂市の1つの特徴です。これまで松茸釜めしを販売していたのですが、今の時

代に合った釜めしを作りたいと思ったのがきっかけです。釜めしの器である釜は多治見の高田焼でした。職人さんを訪ねてみると、地元の土にこだ

わりを持つ、腕のよい職人さんでした。食べ終わった後も卓上皿として再活用できるデザインにして、美濃焼としての器の価値を出したいと考えまし

た。釜めしの具材も、美濃加茂市が発祥といわれる原木椎茸をうま煮にして加えるなど、より美濃加茂らしさを強調する釜めしとして考案しました」

と長尾さん。デパートでは釜めし展のようなイベントも開催されていますから、そうしたイベントにも出品する機会ができれば、おいしさと同時に美

濃加茂市のことをもっと知ってもらえるという狙いも込められた新商品の開発でした。

器も洗練された「美濃加茂釜めし」

　長尾さんは「食でまちを元気に」をキーワードに活動を続けています。かつての大家族で暮らすス

タイルは少なくなり、少人数でのライフスタイルが主流になる中で、食を通じたコミュニケーションに

よって、人と人がつながりやすくなると長尾さんは考えています。「各地を巡って、おいしいものをいた

だく機会もたくさんありますが、記憶に残るのは地元のお母さんたちが『まあ食べてってよ』と出して

くれた日 常の料理だったりします。お母さんの気持ちの温かさと料理の美味しさが記憶に残り、また

伺いたい気持ちに繋がります。伝統料理、郷土食というと難しく感じるかもしれませんが、手作りのご

飯はやっぱりおいしいです。おいしいものには人もすぐに集まってきます。郷土食は地域で採れた季

節の食材が多いですから、自然からたくさん元気をもらえますし、知恵もいっぱい詰まっています。お

いしいものという共通の話題に世代の差はないですから、お年寄りから子どもまで幅広い年齢層の

方にも参加してもらえると思います。そこでお年寄りは子どもから元気がもらえるし、子どもは知恵を

もらえます。おいしいと思う機会が増えれば、日常もきっと楽しいことが増えると思います。私はその

お手伝いをさせていただいています」とのこと。長尾さんは、食を通じて“おいしい”“楽しい”の輪を広

げる活動を続けています。

株式会社みのかも
http://minokamo.info/

おいしいものには　を集める力がある

写真提供＝minokamo
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商談会風景

百貨店での販売

農林漁業者が農林水産物の生産だけではなく、
加工・販売まで一体的に行う

■
６
次
産
業
化
と
は 岐阜県の
「６次産業化」の
推進を探る。

■
岐
阜
県
の
取
り
組
み（
岐
阜
県
の
支
援
活
動
）

商
品
の
企
画
や
開
発

【製造】有限会社かゆりファーム　岐阜市安食 1228  Tel:058-215-0501
【販売・お問い合わせ】嘉百合園　岐阜市則松 1-30  Tel:058-293-9085

就
労
支
援
施
設「
嘉
百
合

園
」が「
か
ゆ
り
柿
」の
製

造
に
取
り
組
ん
だ
の
は
地

元
の
柿
農
家
か
ら「
出
荷
」

で
き
な
い
富
有
柿
を
商
品

化
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と

の
相
談
が
き
っ
か
け
で
し

た
。発
売
当
初
は
、販
売
に

大
変
苦
労
し
ま
し
た
が
、

２７
年
８
月
か
ら
、名
古
屋

市
に
あ
る
岐
阜
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
出
品
し

た
と
こ
ろ
、大
手
ス
ー
パ
ー
へ
の
納
品
が
決
ま
り
、販
路
拡
大

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。現
在
、年
間
１
３
，０
０
０
袋
を
出
荷
す

る
ま
で
に
な
り
、嘉
百
合
園
の
通
所
者
の
励
み
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、同
園
で

は
、富
有
柿
の
新
た

な
魅
力
づ
け
を
行

い
、全
国
に
届
け
よ

う
と
、日
々
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

６次産業化の
成功事例

「
か
ゆ
り
柿
」の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い

る
有
限
会
社「
か
ゆ
り
フ
ァ
ー
ム
」と
障
が

い
者
の
就
労
支
援
施
設「
嘉
百
合
園
」と

の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
開
発

農
林
漁
業
者
が
第
一
次
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
物
の
生

産
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
生
産
物
を
使
っ
た
加
工
・

製
造
や
販
売
を
一
体
的
、
主
体
的
に
行
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
観
光
農
園
の
よ
う
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
第
二
次
産
業
や
第
三
次
産
業

ま
で
踏
み
込
ん
で
事
業
化
す
る
こ
と
で
す
。

国
の
事
業
を
活
用
し
て
、「
６
次
産
業
化

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、農
業

者
の
皆
様
か
ら
の
新
た
な
商
品
開
発
や

製
造
、販
売
等
に
関
す
る
相
談
に
対
し

専
門
家（
中
小
企
業
診
断
士
・
フ
ー
ド

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
）を
派
遣
し
、

支
援
し
て
い
ま
す
。

１

流
通
や
販
売（
販
路
の
開
拓
）

農
業
者
の
皆
様
か
ら「
販
路
の
拡
大
」に

つ
い
て
の
支
援
を
求
め
る
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、平
成
２6
年

８
月
か
ら
６
次
産
業
化
商
品
の
テ
ス
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を
目
的
と
し
た
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
名
古
屋
市
の「
オ
ア

シ
ス
２1
」に
開
設
し
、６
次
産
業
化
商
品

の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
・
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
平
成
28
年
5
月
に
、リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
オ
ー
プ
ン
を
い
た
し
ま
し
た
。）

　

そ
の
他
、金
融
機
関
と
連
携
し
た
商
談

会
や
百
貨
店
で
の
販
売
フ
ェ
ア
の
開
催

な
ど
、６
次
産
業
化
商
品
の
販
路
拡
大
に

向
け
た
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

3

商
品
の
加
工
や
製
造

６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
農
業
者
等
に

対
し
て
、商
品
開
発
に
必
要
と
な
る
機

械
や
器
具
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

2１１次
【生産】

2次

6次

【加工】

3次
【流通】
【販売】3

2

　店内は、木目調の内装と什器類を設
置し、グリーンの配色を加え「農」的な温
かみのあるイメージで統一。取扱商品
は、6次産業化商品に加え、飛騨牛や鮎
関連商品も充実させ、「清流の国ぎふ」
の特産品や、岐阜県内全蔵の地酒の紹
介・販売をしています。
　さらに、これまで週1回実施し、多くの
消費者の皆様に好評をいただいた農産
物販売も、徐々に回数を増やして、皆様
のご期待に沿えるよう、スタッフ一同頑
張っています。

【お問い合わせ】　岐阜県農政部農産物流通課　☎ 058-272-1111（代）　　ジ・フーズ運営共同企業体：株式会社ネオパブリシティ☎ 052-955-2772（代）

店名／『g.i.Foods（ジ・フーズ）』
場所／名古屋市東区東桜1丁目11番1号
　　　オアシス21内
電話／052・971・5539
交通／地下鉄栄駅、名鉄栄町駅、
　　　オアシスバスターミナル すぐ
時間／10：00～21：00
休み／なし（オアシス21閉館日は閉店）
駐車／アートパーク東海ほか多数

清流の国ぎふの産直市場 豊かな自然と清流に育まれた、岐阜の新鮮な農産物や食品を紹介・販売する

『g.i.Foods（ジ・フーズ）』がリニューアルオープンしました
店舗データ

ネ
ッ
ト
通
販
で

６
次
産
業
化
認
定
商
品
を
販
売

生
産
者
の
思
い
を
込
め
て
作
ら
れ
た
、こ
だ
わ

り
の
６
次
産
業
化
認
定
商
品
は
、生
産
か
ら
流

通
・
販
売
ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て
お
り
、地
域
の

特
色
あ
ふ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。他
で
は
お

目
に
か
か
れ
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
揃
っ

て
い
ま
す
の
で
、是
非
、お
試
し
く
だ
さ
い
。

私
ど
も
で
は
、岐
阜
県
発
・
６
次
産
業
化
認
定

商
品
を
集
め
、認
定
業
者
の
思
い
や
商
品
の
特

徴
を
紹
介
し
、気
軽
に
購
入
で
き
る
サ
イ
ト
を

開
設
し
ま
し
た
。こ
れ
を
活
用
し
て
い
た
だ

き
、広
く
流
通
の
拡
大
の
た
め
に
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た

だ
き
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ

岐阜市茜部中島2-52
TEL.058-274-7725

E-mail : info@dosanhonpo.com

http : //6jikasanpin-gifu.com

http://6jikasanpin-gifu.com

イメージです。

P
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すばらしい明日をつくるすばらしい明日をつくる

地元とともに

岐 阜 県 庁

岐 阜 県 市 長 会

岐阜県商工会議所連合会

日 本 青 年 会 議 所

岐阜観光コンベンション協会

岐 阜 県 医 師 会

岐 阜 県 薬 剤 師 会

十 六 銀 行

岐 阜 信 用 金 庫

東 濃 信 用 金 庫

岐 阜 商 工 信 用 組 合

岐阜県中小企業団体中央会

岐阜県キャンプ場連絡協議会

F C 岐 阜

岐阜県レクリエーション協会

岐 阜 県 教 育 委 員 会

岐 阜 県 町 村 会

岐阜県商工会連合会

岐 阜 県 観 光 連 盟

岐阜県市町村振興協会

岐 阜 県 歯 科 医 師 会

岐阜県信用保証協会

大 垣 共 立 銀 行

関 信 用 金 庫

大 垣 西 濃 信 用 金 庫

岐 阜 県 弁 護 士 会

J A 全 農 岐 阜

岐阜県旅館ホテル生活衛生同業組合

岐 阜 県 の 道 の 駅

東 京 岐 阜 県 人 会

多くの団体・組織の皆さまによるご支援の下、活動の輪を拡げています。
特定非営利活動法人ぎふ・プロジェクトネットワークは、

アンケートにお答えいただいた方に、抽選で10名様にquoカード500円分をプレゼント！
よりよい誌面づくりのために、アンケートにご協力ください！

協力団体・組織

【応募方法】
「官製はがき」か「E-Mail」にてお送りください。
・質問の〇数字の後に、その答えをご記入ください。
・返信には、郵便番号、住所、氏名、年齢、性別を必ずご記入ください。

■官製ハガキにてお送りいただく場合
送付先：〒502-0003　岐阜県岐阜市三田洞東1丁目20番3号

NPO法人 ぎふ・プロジェクトネットワーク　本部事務局 宛て

■E-Mailにてお送りいただく場合
送付アドレス：info@gifu42.net　まで

□応募期限：2016（平成28）年8月1日（到着分）
当選者発表は、プレゼント品の発送をもってかえさせていただきます。

【アンケート項目】

①「GENKI! ぎふ」第3号（vol.3）をどこでご覧になられましたか
②興味を持った記事はありましたか。掲載ページでお答えください
③どのような理由で興味を持ちましたか
④興味の持てなかった記事はありましたか。掲載ページでお答えください
⑤どのような理由で興味が持てませんでしたか
⑥今後とりあげてほしい情報があればご記入ください
⑦感想をご自由にお書きください

※皆さまからの個人情報は、よりよい誌面づくりとプレゼント発送のためにのみ使用し、それ以外には使用をいたしません。

東京岐阜県人会
～ ご案内 ～

40
代
以
下
の
新
規
入
会
促
進
と
会
員
同
士
の
交
流
を
目
的
に
、時
流
に
あ
い
多
く
の
方
が
興
味
を
も
っ
て
頂
け
る
テ
ー
マ
で
、参
加
し

や
す
い
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。テ
ー
マ
は
必
ず 

”岐
阜
“に
繋
が
り
、様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
岐
阜
県
人
や
岐

阜
に
縁
の
あ
る
モ
ノ
、コ
ト
を
通
じ
、岐
阜
の
理
解
と
新
し
い
価
値
の
発
見
を
共
有
し
、県
人
会
で
の
ご
縁
と
繋
が
り
を
深
め
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。青
年
部
は
各
界
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
を
出
来
る
限
り
永
く
、継
続
的
に
応
援
で
き
る
仕
組
み
や
仕
掛
け
づ
く
り
を
今

後
の
取
組
課
題
と
し
、本
会
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

東京岐阜県人会は、明治35年（1902年）に発足した「岐阜県郷友会」を母体とする組織であり、首都圏在住の岐阜県出身者及び
その縁故の法人及び個人により構成されています。平成28年2月末現在で個人会員717名、法人会員24社が登録されています。

藤川真至さん　

　1981年生まれ。岐阜県大垣市出身
大阪外国語大学在学中、世界を旅をす
る途中に、イタリアのナポリでチーズ
の魅力にハマったことがチーズ職人の
切っ掛けとなる。
　牧場に出向かないと食べられない
フレッシュチーズをふらっと立ち寄れ
るコーヒースタンドのように、日常的な
ものにしたいと考え「東京の真ん中で
チーズを造り、出来立てを食べてもら
う」CHEESE STAND（チーズスタンド）
を渋谷にオープン

　昨年、真打に昇進された柳家燕弥さん（岐
阜市出身）と立川小談志さん（揖斐郡揖斐川
町出身）による「2人会」を観賞。大学時代の
同級生のお2人ならではの、終始和気あいあ

いとした雰囲気の中、「元犬」、「牛ほめ」など2演目ずつの巧
みな話芸を思う存分味わった後、「飛騨居酒屋 蔵助」でお2
人を囲んだ懇親会で昇進をお祝いし、親睦を深めました。
　燕弥さんは「岐阜の縁を広げ、もっと大勢の人に落語を楽
しんでほしい」、小談志さんは「岐阜でも定期的に高座を開
けたら」と郷里への文化貢献の意欲を語って頂き、参加者
からは「後援会を作ってはどうか？」との提案がでるなど、熱い
懇親の場となりました。

東京県人会の入会資格は、岐阜県出身者のみならず岐阜県と何らかの縁（例えば、近親者が岐阜県出身者であ
る、岐阜県内での就学又は勤務経験がある等）があればよいというものですので、気軽に入会していただきたい
と思います。会員登録は、郵送、ファクシミリ、インターネットで行うことができます。

詳細は、東京岐阜県人会のホームページ　http://www.apgifu.net/information.htmlをご覧下さい。

入会の
ご案内

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー 

G
I
F
U
」を
通
じ
て
岐
阜
の
再
発
見
！

　チーズ職人・藤川真至さん（大垣市出身）と
奥様でソムリエ・千鶴さん（御嵩町出身）が3
年前に代々木でオープンされたチーズ専門店
「チーズスタンド」。テレビや雑誌で紹介され行

列のできる人気店を貸し切り、岐阜とイタリアの食文化を知
るイベントを開催。
　「街に出来たてのチーズを」をコンセプトに、東京都八王
子市の牧場などから毎朝直送されるジャージーやホルスタイ
ン、ブラウンスイスという3種の乳牛のミルクを混合した手作
りフレッシュチーズと岐阜の野菜を使った料理に舌鼓を打ち
ながら、岐阜とイタリアの食文化の違い、自然、気候、風土の
類似性などのお話を伺いました。特別にフレッシュチーズ作り
のワークショップも開催し、チーズ作りの難しさを体験。岐阜
はイタリアのピエモンテ州に似て、山と川の自然に恵まれ
チーズ作りに適した土地であるというお話がとても印象的
で、郡上八幡でオーベルジュ（宿泊できるレストラン）をオープ
ンすることが藤川夫妻の将来の夢目標であるとのことです。

青年部会
イベント

柳家燕弥さん立川小談志さん

平成27年度の
ご報告

第1回
平成27年

21
開催

5/ 日（木）

第2回
平成27年

7
開催

8/ 日（金）

47 46


